
参考資料2-1

肝炎対策をめぐる近年の動きについて

平成12年 (11月)1颯 厚生省において「肝炎対策プロジェクトチ=ム」を設置

|“ 聯 炎対策に出する有識者鋼 を設置

平成 13年 (13月 )|口 「肝炎対策に関する有識者会議」が報告書取りまとめ

平成 14年 (4月)|・ 「C型肝炎等緊急総合対策」の実施

> 特定感染症検査等事業において肝炎ウイルス検査実施 (都道府県

等における保健所にて実施 )

 ヽ 老人保健法による健康診査において肝炎ウイルス検査実施

|  > 政府管掌健康保険生活習慣病予防検診において肝炎ウイルス検査

l  t [1:労 働科学 :I究において 「月1炎等克月長緊急対策研究」開女台

平成 17準 (3月)|:「 C型肝炎対策等に関する専門家会議」を設置

 ヽ  (8月 )|・ 「ё型詳炎対策等 |ご関する専門家会議」が「C型肝炎対策等の一層の

推進について」報告書取 りまとめ

平成18年 (4月)|> 特定感染症検査等事業における肝炎ウイルス検査の単独実施及び年

齢制限撤廃

(6月 )|・ 「全国`C ttlT炎診療懇談会」を設置

平成 19年 (1月)|,「全国 C型肝炎診療懇談会」が「都道府県における肝炎検査後肝疾患

(4月)|>矛[鸞署|:]「

るグイドライン」暫
告書取りまとめ

:

|る肝疾患診療連携拠点病院の指定開始 (都道府県に

「肝疾患診療体制の整備について」を通知)

.l.>特定感染症検査等事業における医療機関委託による検査の実施

平成 20年 (1月)|>素 急肝炎ウイルス検査事業の実施 (医療機関委託による無料検査の実

施 )

(4月 )|「肝炎総合対策」の実施=JI:ノ ,ゝIヽい rコ ハリИヽ 」Vノ フヽ JJL                       ノ

>ET炎治廃盤別促進事業 (肝炎医療費助成制度)開始
→BttL ё型肝炎のインターフェロン治療への医療費助成開始

(5月 )|・ 「肝炎治療戦略会議」を設置

(6月 )|口 「肝奥治療戦略会議」が「肝炎研究 7カ 年戦略」取 りまとめ

21



(8月 )

(10月 )

(11月 )

(12月 )

平成 21年 (4月 )

(6月 )

(11月 )

(12月 )

平成 22年 (3月 )

(4月 )ト

・「第 1回全国肝炎総合対策推進懇談会」開催

・国立国際医療センター国府台病院に朝干炎情報センター」設置

。「ET炎治療戦略会議」が「C型慢性肝炎難治症例に対するペグインター

フェロンおよびリバビリン併用療法における延長投与 (72週投与)に

ついて」取 りまとめ

口「肝炎情報センター」による「者5道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡

協議会J開始

・「肝炎情報センターホァムページ」開設

>肝 炎治療特別促進事業 (肝炎医療費助成制度)運用変更

→  1.助 成期間の延長 (72週投与)に関する運用変更

2.自 己負担限度額の階層区分|の決定に関する運用変更

。「第 2回全国肝炎総合対策推進懇談会」開催

・「肝炎対策基本法」成立 (衆議院厚生労働委員長提案 )

・「肝炎治療戦略会議」が「ウイルス性慢性肝疾患に対する核酸アナロ

グ製剤・インターフエロン製剤等の有効性・安全性について」取 りまと

め

・「肝炎治療戦略会議」が「ウイルス性慢性肝疾患に対する核酸アナロ

グ製剤・インターフェロン製剤等の有効性・安全性について【追加報告】」

取りまとめ

> 肝炎治療特別促進事業 (肝炎医療費助成制度)の拡充

→ 1.自 己負担限度月額の引下げ

(1、 3、 5万円→ 原員11万円 (上位所得世帯は 2万円))

2.核酸アナ ,ロ グ製剤治療を助成対象医療に追加、

(B・ C型肝炎の根治目的で行うインターフエロン治療のみ

→B型肝炎の核酸アナログ製剤治療を追加。)

3.イ ンターフェロン治療に係る制度利用,回数の制限緩和

(1人 1回のみ→医学的に再治療の効果が高いと認められる一定条件

を満たした場合、インターフエロン治療に係る助成制度利用回数を

2回まで認める)
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、  平成 22年度肝炎総合対策予算 参考資料2-2

肝 炎 対 策 の 推 進

【肝炎対策関連予算 (厚生労働省分)】
平成 22年度 236億 円 (平成21年度 205億 円)

【施策の方向性】
○ 肝がんへの進行予防、肝炎治療の効果的促進のため、経済的負担軽減を図る。
○ 検査・治療「普及口研究をより二層総合的に推進する。
○ 検査未受診者の解消、肝炎医療の均てん化、正しい知識の普及啓発等を着実に
実施していく。

/″ 肝炎治療促進の/_動α動 麗僣         ノθO億円 rプ 2θ億円)

○ 肝炎治療に関する医療費の助成の実施    |
・ インターフ上ロン治療及び核酸アナログ製剤治療を必要とする肝炎患者がその
治療を受けられるよう、医療費を助成。

※ 自己負担限度額を原則 1万円 (上位所得階層は 2万円).まで引き下げる。
(現行の負担額は 1万円、 3万円、 5万円)

 ́  ※ 核酸アナログ製剤治療を助成対象に追カロする。        ‐

※ インターフェロン治療に係る 2回 日の制度利用を認めるし        、

2″ 脳 ウイノレス菱査のだ進            ′5億円 r イδ憲菫)

○ 保健所における肝炎ウイルス検査の受診勧奨と検査体制の整備
, 検査未受診者の解消を図るため、医療機関委託など利便性に配慮した検査体制
を整備。

※ 緊急肝炎ウイルス検査事業の延長。               ,

0 市町村等における肝炎ウイルス検査等の実施

θ″働 譴 り 勿 歴 と安全「黄心α 蟄 淘 診 雄      .
荊 酸 ″膨 %庁罐い の筋 夢    g.2酔 ワ rθ1 2億円)

○ 診療体制の整備の拡充
: 都道府県において、中核医療施設として「肝疾患診療連携拠点病院」を整備し、
患者、キャリア等からの相談等に対応する体制(相談センター)を整備するとともに、
肝炎情報センターがくこれらの拠点病院に対する支援を実施。

○ 肝硬変・肝がん患者に対する心身両画のケア、医師に対する研修の実施

イ″重医二施盤望 Lι重虜動の数 と理解      ク.プ億円 僣 .5庶円)
0 職場や地域などあらゆる方面への正 しい知識の普及
※ 肝炎患者等支援対策の実施。

σ″″男の推進                 20億 円 r プg億円リ

○ 肝炎研究7カ年戦略の推進
・ 「肝炎研究7カ年戦略」を踏まえ、肝疾患の新たな治療方法等の研究開発を推進。

○ 肝疾患の治療等に関する開発・薬事承認・保険適用等の推進
・ 治療薬等の研究開発の状況に応じて、速やかな薬事承認 0保険適用の推進。

23



24



平成21年度及び22年度における肝炎医療費助成制度の変更点

●癬鮮 ,

参考資料2二3

平成22年度における肝炎医療費助成制度の拡充について

～肝炎治療特別促進事業の一部変更～

標記事業 (肝炎医療章助成制度)については、肝炎総合対策に掲げる主要な施策
の一つとして、平成20年度から実施しているところです。

平成22年度予算の成立を受け、肝炎の早期・適切な治療を■層推進するため、
昨年 11月 に成立した肝炎対策基本法、及び、肝炎治療戦略会議においてまとめら
れた最新の医学的知見等を踏まえ、別紙のとおり肝炎医療費助成制度の拡充を行う
こととし、平成 22年 4月 1日から適用することとしましたので、お知らせします。

<ポイント>           |
平成22年度からの肝炎医療費助成制度の変更点について

"自 己負担限度額 (月額)の引下げ
(所得に応じ、1、 3、 5万円 → 原則 1万円 [上位所得階層2万円])

.助成対象医療の拡大
(インターフェロン治療 → インターフェロン治療、核酸アナログ製剤治療)

.イ ンターフェロン治療に係る肝炎医療費助成制度における
利用回数の制限緩和    .
(1人 1回のみ                '     :
→ 医学的に再治療の効果が高いと認められる一定条件を満たす者について、
2ロロの肝炎医療費助成制度の利用を認める。)

Ｆ
卜
‐２
‐
‐３
」
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(別紙)

1.自己負担限度額(月額)の引下げについて

[現 状]
肝炎の医療費助成制度においては、世帯当たりの所得に応じて、それぞれ 1、 3、

5万円の自己負担限度額 (月 額)が設定されており、その額を超える部分を助成し

ているところ。

[変更後]                             メ

原則として 1万円の自己負担限度額 (月額)とする。

ただし、上位所得階層の方については2万円を自己負担限度額 (月額)とする:

2:助成対象医療の拡大について

[現 状]
B型・C型肝炎の根治目的で行うインターフェロン治療を助成対象医療としてい

るところ。               
´

[変更後]

・B型・C型肝炎の根治目的で行うインターフェロン治療に加え、

・ B型肝炎の核酸アナログ製剤治療 (※ )についても助成対象医療とする。

1※〕 核酸アナログ製剤とは ,

ウイルスの遺伝子合成を抑える作用があり、ウイルスの増殖を抑制する抗ウイルス

剤の一種で B型肝炎の代表的治療薬の 1つ。現時点では、ラミブジン、アデホビル、

エンテカビルが保険適用となっている。

自 己 負 担 限 度 額

(月 額 )
階 層 区 分

世 帯 の 市 町 村 民 税  (所 得 害1)課
幕毛生F客質が 235,000F可 ユス_L σD劇易モ卦

20,000FЧ

10.000円世 帯 の 1市「町 本寸民 税  (F~4手尋害J)課
莉屯全F客頁が 235,000F可 ラにデ靖OD劇易だき
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3ロ インターフエロン治療に係る肝炎医療費助成制度における

利用回数の制限緩和について

[現 状]                :       |
インターフェロン治療に係る肝炎医療費助成制度の利用は、1人につき 1回のみ

認めているところ。

[変更後]

医学的にインターフェロンの再治療の効果が高いと認められる一定の条件 (※ )

を満たす者については、2回 目の肝炎医療費助成制度の利用を認めることとする。

(※ ) HCV― RNA陽性のC型慢性肝炎及びC型代償性肝硬変でインターフェロン

治療を行う予定、又はインターフェロン治療実施中の者のうち、肝がんの

合併のないもの

かつ、以下の①、②のいずれにも該当しない場合とする。

① 前回の治療において、十分量のペグインターフェロン及びリバビリン併
用療法による 48週投与を行ったが、36週目までに HCV―RNAが陰性化しな

かったケース。

② 前回の治療において、ベグインターフェロン及びリバビリン併用療法に
よる 72週投与が行われたケース。
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0‐

厚 生 労 働 省 発 表

平成 21年 4月 1日

〔照会先〕健康局疾病対策課肝炎対策推進室

今別府 (内線2943)
森 田 (内線2947)
佐 藤 (内線2949)

肝炎治療特別促進事業 (肝炎インターフェロン医療費

助成事業)の運用変更について

標記事業については、「新しい肝炎総合対策」に掲げる主要な施策の一つと
して、平成20年度から新たに実施しているところですが、平成21年度予算
の成立を受け、下記のとおり運用の変更を行い、本年4月 1日から適用するこ
ととしたので、お知らせします。

記

1.助成期間の延長に関する運用の変更
一定の要件を満たし、医師が、ペグインターフェロンとリバビリンの併用
療法の延長投与 (72週投与)が必要と認める者については、助成期間を延
長できることとしたこと。

・

2.自 己負担限度額の階層区分の決定に関する運用の変更‐
自己負担限度額の階層区′分の決定に当たつては、住民票上の世帯を原則と
しつつも、例外的な取扱い (税制上 1医療保険上の扶養関係にない者は、課
税額の合算対象から除外)を可能とした二と。

(注)詳細については、別紙をご参照ください。
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(別紙)

1.助成期 間の延長に関する運用の変更について

〔現 状〕
標準的治療であるペグインターフエロン・リバビリン併用療法について、医薬

品添付文書上、48週投与が標準治療 (ジェノタイプ 1・ 高ウイルス量症例)と

されていること、48週を超えた投与について、有効性・安全性は確立していな

い、とされていることから、助成期間は 1年間を限度としたもの。

〔変更点〕

` セログループ1・ 高ウイルス量症例に対するペグインターフエロン・リバビリ
ン併用療法について、「投与開始12週後にHCV RNA量が前値の1/100以下に低下

するが、HCV RNAが陽性 (Real time PCR)で、
・36週までに陰性化した例で、プ

ラス24週 (トータル72週間)の投与期間延長が望ましい。」と医師が判断する

場合、72週までの延長投与を認め、助成期間もトータル1年 6か月まで延長で

きることとしたもの。

(参考 )

C型慢性肝炎治療ガイドライン2008

(B型およびo型肝炎ウイルスの感染者に対する治療の標準化に関する臨床的研究班)

初回治療

|    ジ土ノタイプ1        ジェノタイプ2

高ウイルス量  10人
°
グインターフエロンα-2b+リハ

゛
ヒ
゛
リン|●へ
・
グインターフエロンα-2b+り′、

゛
ビリン

lMeq./mL以上  :併用療法(48週間)      併用療法 (24週間)

5.OLogIU/mL以 上 |●へ
゜
グインターフェロンα-2a+リハ

゛
ヒ
゛
リン

300fmol/L以上  1併用療法(48週間)

ウ

イ

ル

ス

里

低ウイルス量
:

lMeq./mL未満

5.OLogIU/mL未満

300fmol/L未満

i●インターフエロン単独療法(24週間) .●インターフエロン単独療法 (8～24週間)

|●へ
゜
グインターフエロンα-2`単独療法 :●へ

・
グィンターフエロンα-2,単独療法

|(24～ 48週間)        |(24～ 48週間)   . :

<ガイドラインの補足>

1 lb:高ウイルス量症例べのへ・ク・インターフエロン+り′ゞビリン併用療法投与期間延長 (72週間投与)の基準 :

投与開始 12週後にHCV RNA量が前値の 1/100以下に低下するがHCV RNAが陽性 (Real tlme PCR)

|
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2.自 己負担額の階層区分の決定に関する運用の変更について

<運用変更が求められた具体的事例> ′
60歳代の夫婦が、生計を別にする3o歳代の息子と同居し住民票を―にし
ている場合、階層区分認定の際、息子の収入 (市町村民税課税額)が合算され
てしまうと、生活実態に比して高い自己負担額となつてしまい、医療費助成の

恩恵が十分に受けられない。

→ 今般の運用変更においては、上記のような事例に関し、例外的に、生計を同
一としないと認定される者については、課税額合算対象から除外可能とする取

扱いとするもの。

〔現 状〕                             .
住民票上の世帯員全員の市町村民税課税額の合算による。

〔変更点〕

原則として、住民票上の世帯員全員の市町村民税課税額の合算による。

ただし、税制上・医療保険上の扶養関係にないと認められる者については、当該

「世帯Jの市町村民税課税額の合算対象から除外することを認める。

つ
υ
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ra11「新規申露者」欄の各餞饉は、当餞月において「受48者証の交付中饉を行つた者」、「受綸者証の文付を受けた者」をそれぞれ表す。
2.「当月末の助威対彙者敗」欄の各欧値は、当膜月末時点における、それぞれの区分ごとの助威対象者(受輪者肛の文付を受けている者)の数を表す.

31「合計」編の「平成21年度受輪者証交付件敗Jの数値は、現時点では認定の可否が保留となっているが、今後認定される者 (有効期間の始期は平成21年度内)もいるため、当歓数値に変更が生じる可能性がある。



，
い
い

都道府県名

22年 2月 22年 3月 平成22年度
合   ll新規申誘者 当月末の助威対焦者敗 新規中麟者 当月末の助威対象者敗

請
欧
申
件
交付
件敗

０舞魔銅岬囁

刊露いの
発糊理

うち
6か月
延長

計

(aXb)

Ｈ
敷
申
件 鮒徴

(■ )

21年
度

鰤酔』

ω鮮いの
Ｌ湖藤一

・　発剛」一
(■ )● lb)

新  規
申講者敗

新  規
受綸者敗

森 1( 1: 51

tロ , 1`

,棄川| :50:

1

豊 暉

由 二 調

209( !.13`

〕11饉 島 県 1 2 2:

塑 餞 県

墨“一「一

1 2
1   1:

畿「一“
日

09 74

合  計 2110 23.011 32f 2,32( 2,001 2.02 25.501 3.30` 2.30〔 29,10` 26594

[注11.「 新規中菫者J編の各政仁は、当腋月において「受綸者証の交付申躊を行つた者1.r受給者饉の交付を受けた者,をそれぞれます。

2「当月末の助戌対彙者敗」欄の各敗饉は 当ヽ臓月末時点におけう、それぞれの区分ごとの助威対象者(受綸者証の交付を受けている者)の敗を表す.
0「含針」Inの「平成21年度受綸者証交付件敗」の敗IIIま、現時点では認定の可薔が保留となつている力く、今後認定される書 (有効期間の始期は平成21年度内)もいるため、当腋数値に責更が生じる可能性がある。



36



区 分

肝炎ウイルス検査事業 緊急肝炎ウイルス検査事業

保 健 所 実 施 医 療 機 関 委 託

B型 C型 計 日 型 C型 計

都 道 府 県 計 31:201 30,442 61お 43 81.673 82,773 164,446

保健所設置市計 29,314 27,613 56.927 3o7,087 308,735 615,822

特 別 区 計 41578 4,487 9,065 2,874 2,876 5,750

検査 件 数 合 計 65,093 62.542 127.635 391,634 3g4.384 786,018

(注 )「緊急肝炎ウイルス検査事業」とは、平成20年 1月から開始した医療機関委託による無料での肝炎ウイルス検査をいう。

平成 20年度肝炎ウイルス検査の実績

平成20年度特定感染症検査等事業による肝炎ウイルス検査件数

-1-
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参考資料2-5

自 治 体 名

肝炎ウイルス検査事業 緊急肝炎ウイルス検査事業

保 健 所 実 施 医 療 機 関 委 託

B型 C型 計 B型 C型 計

550 550 1100 0 0 0
2 Ｅ
ヨ 84 554

3 岩  手   , 364 740 2 47
4 宮   城 2418 2.457 4.875
5 秋   田 344 345 0 0 0
6 山   形 1013
7 福   島   県 242
8 城 1.718 1.749 3467 20 20 40
9 木 495
眸   馬 1036 0 0

1 崎   玉 3.379 6_425 42 49
千   葉 4J66 4.187 289 292

只 355 710 2152 2.180 433
奈  川 1027 1904 30
潟 469 44 44

ヨ
一 410 846 0 0 0

400 800 1566 1566 3132
井 490 451 941 180
梨 155 310 1:700 1.700 3_400
野 654 1.303 0 0 0
阜 482 271

5日      携 2056 588 2.644 229 233 462
知 1136 1.358 21494

=  重 1293 1.331 2.624 814
習 1016 1.032 ,048 208 214
都 696 1355 142 142 234

1163 1168 ,331 40.712 40.712 81_424
Ｅ
＾

県 888 1_147 2035 1.807 1.814 3_621
県 428

和 歌 山 県 215 427 240 259 499
鳥   取 1028 42 41
島   根 153 0 0 0

LI 340 158
50 101 4:490 8_182

ロ 四 6 435 141 1・4508 29,016

島 526 1.306
310 384

媛   県 880 .145
知 64 68 4084 4230 8.314
岡 938 1854 890 890 1.780

膵   省 194 3.128 6.123
振 崎 407 792 0 0
ヒ 542 1088 252 51

320 349 70 134
崎 540 594 6
児  島 130 72
絹 520 0 0 0

'都
道 府 県 計 31,201 30,442 61,643 81.673 82,773 164,446



阻 自 治 体 名

肝炎ウイルス検査事業 緊急肝炎ウイルス検査事業

保 健 所 実 施 医 療 機 関 委 託

B型 C型 計 B型 C型 計

′481オl   輌聾   ■ 0 0 96.136 99.023 195.159

1山
4544 4619 9163

き い た ま 市 64 1.631 8,711 17.54

千 葉 227 227 0

浜 0 0 0 20108 20127 40.235

崎 1147 20518 20_599 41.117

潟 707 ノU′ 1414 24976 24_976 49.952

岡 796 1.591 7454 7454 14.908

松 1.034 880 1914 174

名 古 屋 市 1.761 1761 28839 28.839 7.678

581京  都   雨 2.916 2916 5832 10.950 12_422 23.372

丈 11■ 3_497 1.281 4782 0 0 0

朧 467 1.608 11601

11口申 F 1792 1.761 553 260 ,60 520

621広  島  市 1.302 11494 12.945 24439

北 九 州 雨 846 7_228 19.074

641福   岡   市 1323 41 2664 !8.451 18455 36910

651函  館  市 773 0 0 0

旭 1028 0 0 0

671青  森   昴 375 2.390 411 4801

岡 145 0 0 0

田 市 0 0

701郡   山 200 200 400 0 0 0

い   オつ 196 115 0 0 0

宇  都 330 657 0 0

市 2196 2.329 4525 4811 4.81

741船  橋 0 0 0

0 0 0 1616 1.616 3.232

須  賀 773 1546 0 0 0

模  原 206 1.336

山 80 0 0 0

沢 237 240 477 214 428

長 野 209 209 418 0 0 0

岐 阜 88 88 622

橋 179 178 357 107 107

岡 崎 346 354

田 431 428 772 1.544

槻 183 376 0 0 0

東 大  阪 0 150 1■0 0 0

旺 路 423

西 宮 0 0

良 市 235 15 30

歌  山 市 260 274 539

山 40 78

敷 市 0 0 0 100 200

山 0 0 -  0 7191 7244 14435

下 閣 389 302 604

富
向 松 234 858 858 1716

961松  山  市 1020

呂 知 雨 120 120 240 4191 4214 840

久 留 米 市 239 1946 1.946 3892

長 崎 雨 486 972 0 0 0

熊 本 市 292

大 分 市 295 296 107 106

崎 204 200 404

児  島  市 1159 !_161 2320 0

緯 市 500 509 1_009 1076

′ヽ 王 子 市 0 0 0 14 278

1061藤  沢  市 94 193 45 4. 90

1071四  日 市  TF 494 1011 2 10

尼 崎 437 437 874

呉 雨 140 1291 2.569

天 牟 田 市 0 0 0 2186 2.186 4372

佐  世  保 205 210 415 0 0 0

保健所設置市計 29。314 27,613 56,927 3071087 308,735 615,822

-2-
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自 治 体 名

肝炎ウイルス検査事業 緊急肝炎ウイルス検査事業

保 健 所 実 施 医 療 機 関 委 託

B型 C型 計 B型 C型 計

代  田  区 34 6
央   区 54 0 0

0 じ 0 0
宿 247 0
只 34 70 0
東 605 0
田   区 47 94 0

394 0 n

120 り!:  区 692 1,384

黒   区 296 592 0 0 0
 ヽ 田  区 0 0 0 249 504
± 田 谷 i.776 1.776 3552 644 644 1.288
谷 452 450 902

125 200 398 0
80 157

127 区 192 104 104 ,OA
280 120 241

2 4

区 0 0

棟 区 0 0 0 0
区 100 200

133

工 戸  川  区 0 0 501 50 1004

特 別 区 計 4.578 4,487 9,065 2.874 2,876 5,750

計 65,093 62,542 127.635 391,634 394,384 786,018

-3-
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平成20年度健康増進事業における肝炎ウイルス検診等の実績

1肝炎ウイルス検診等実績

(参考)C型及びB型肝炎ウイルス感染者率の推移について(全体)

B型肝炎ウイルス感染者率の推移

感染者率(96)
:4 :一

13

12

:1

1

09

08

2肝 炎ウイルス検診の感染者率
(1)40歳検診

C

雛

続

丼
メ

:辞:著著爛
一

一科

聟摯薯叉お篠参
「計 4o歳検診以外

.め

訥釜暑人お馬多 l=笥:=ご 聟最暑黎総篠g ■卦 ギ
61.071 596,86( 657,93フ 6.061 6.25( 10

C型肝炎ウイルス感業者率の11移

感染者率(96)17  _

:5

13

1.1

t19

07

05

(2)40歳検診以外の対象者への検診
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別紙 1

平成20年度 B型肝炎ウイルス検査実施結果

一黙
０
■
豊 懃 嘲

轟
瞳 ？
一

=ギ
ド轍 鮮 鏑 瞥

1 1ヒ  鷲 35,406 852 6 0.7

2 青 森 県 45310 427 3 0.7

3 岩 手 県 10,067 851 14

4 城 リ 27.624 1,420 16

5 秋 田 県 11.981 514 2 0.4

6 山 形 県 12.093 473 0 0.0

7 福 島 県 37.385 717 7 1.0

8 茨 城 県 35.734 1.412 2 0_1

房 木 19312 1.490 10 0.7

0 詳 月 8.080 1829 6 0.3

1 奇 玉 県 54_107 2,862 21 0.7

2 千 97.514 5.854 31 0[
3 東 京 215.567 i3.713 103 0_8

4 本
ホ
:1県 64,950 1757 13 0.7

5
「
 カ 8,932 666 2 0.3

6 富 山 県 8.535 783 5 0_C

7 石 '‖ 県 3_218 1.137 7 0.6

8 冨 井 県 10,456 163 1 0.6

9 山 梨 県 12.298 776 4 0.5

20 長 野 県 17.967 603 1 0.2

21 県 21,763 1,380 12 0.9

22 静 岡 県 41.466 2.146 18 0.8

23 電 知 県 126.507 5,626 2〔 0.5

24 7.244 636 3 0.5

25 滋 塁 19.697 510 2 0.4

26 京 都 府 11.368 1.453 6 0.4

大 阪 府 90,767 1.785 17 1.0

28 丘
（

県 75.437 1,395 10 07
29 本 l県 14.728 852 2 0.2

30 和 歌 山 県 11.741 516 5 1.0

31 取  県 5.516 205 3

32 島 根 県 1.794 93 0 0.〔

33 山 県 15,794 216 1 0.5

34 島  県 21.214 289 0 0.C

35 山 口 県 12.461 135 0 0.C

36 島 県 6_324 225 0 0.C
う
０ り|1 県 12.844 687 4 0.6

38 愛 媛 県 15.032 351 1 0
39 高 知 県 2.594 46 0 0.C

40 目日 県 19_495 1.165 15 1.3

41 5.573 135 4 3C

42 長 崎 県 25.684 263 2 0.8

43 県 11,296 352 3 0.9

44 大 分 ! 14.096 372 5 1.3

45 宮 崎 県 8.174 273 0 0.0

46 菫児 島 県 11,243 1_049 1.0

47 ,中 20.253 329 9 2.7

都道府県合計 1.366_641 60.783 416 0.7
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浜 松 市
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の へ α

蒻 尽
鮮

鵬
[

濶
1 進 13.434 26フ 2.0

2 青 県 4,917 113 2.3

3 岩 手 12.031 145 12
4 宮 城 県 6,109 105 l.7

‐5 田 ! 2.098 26 1.2

山 形 リ 6.361 73
福  島  県 11,713 134

8 茨 坊 7.386 52 0.7

9 栃 木 県 11.401 116 1_0

10 学 馬 県 i3914 101 0.7

埼 玉 娠 20,753 161 0.8

千 葉 ; 31.134 250 0.8

13 割 137.294 1.160 0.8

14 神奈 川 28.908 276 10
新 潟 県 7.609 86 1

16 富 山 県 615 6 1.0

石 j‖ し 5,699 47 0.8

18 福 井 塀 5.252 66 1.3

19 口 梨 県 10,154 118 1.2

20 長 野 11.629 128

21 岐 阜 8.665 83 1.0

22 静 岡 県 21.839 184 0.8

23 調 県 24.097 208 0.9

24 二 重 県 5,064 39 0.8

25 滋 賀 県 3,583 26 0.7

26 一示 「 府 2,662 16 0.6

27 大 ,阪 27.939 254 0.9

28 兵 庫 県 41919 405

29 県 2.962 33

30 和 歌 山 県 3.467 20 0.6

31 鳥 取 県 3:406 66

32 艮 県 1,992 17 ｎ
υ

33 岡 山 塀 5.588
.37

0.7

34 広 島 県 10.476 143

35 山 口 塀 2.469 0.4

36 徳 島 県 1.776 19

37 香 り‖ 県 7.066 78

38 愛 媛 県 4765 45 0.9

39 高 知 県 1.064 10 0.9

40 福 岡 県 19.974 239 1.2

41 佐 賀 県 6.890 128 1.9

42 崎 県 9.517 98 1_0

43 熊 3.688 50 1.4

44 大 分 県 10.325 105

45 崎 拝 3.965 45

46 鹿児 島 県 11.916 161

47 県 4,312 109 2.5

椰選:∫Fテ ; :合計 599,797 6.059 1.0
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2 40

(1王子昌)
48 L幌 市
49 仙 台 市
50 斤 蒔

51 さいたま市

52 千 葉 市 632 9 1.4

53 浜 T 3225 37
54 川 崎 市
静 岡 市

浜 松 7 190 2
「屋 1

58 京 都 市
59 大 阪 7208 60 0.8

60

戸 市 15:770 133 0.8

62 広 島 市 906 6 0.7

63 北 九 州 市 7.990 113
64 ヨ 岡 市 3,868 35 0.9
』
日定都雨計 39,789 395
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男11砥 2′

平成20年度 C型肝炎ウイルス検査実施結果
40

釉
| 海  道 883 4 05
2 青 県 428 1 0.2

3 岩 三 853 1 0.1

4 宮 尤 県 1.422 3 0.2

5 秋 田 県 515 0 0.0

6 山 形 県 456 0 0.0

島  ! 717 2 0.3

8 茨 城 県 1.412 2 0.1

9 木 l.490 2 0.1

10 澤 馬  県 1.835 4 0.2

崎 玉 県 2.860 7 0.2

12 千 葉 県 5,856 27 0.5

13 13,721 32 0.2

14 呻奈 川 県 1,766 8 0.5

15 新 潟 県 666 1 0.2

16 富 山 県 785 0 0.0

石 県 1,137 2 0.2

18 福 井 180 1 0.6

19 山 梨 県 775 4 0.5

20 長 野 603 19 3.2

21 阜  県 1,383 4 0.3

22 争 岡 県 2.227 6 0.3

23 知  県 5,642 0.2

24 三 重 県 637 0 0.0

25 滋 賀 509 1 0.2

26 京 都 府 1_455 3 0.2

27 大 阪 府 1,786 5 0.3

28 庫 県 1:396 5 0.4

29 奈 良 県 854 3 0.4

30 次山 県 516 4 0.8

31 鳥 取 県 206 1 0.5

32 艮 93 0 0.0

33 層 山 県 216 0 0.0

34 広 県 289 3 1.0

35 山 口 県 135 1 0.7

36 イ恵 遍 225 0 0.0

37 り:1 県 687 0 0_0

38 愛 353 0 0.C

39 高 知 県 47 0 0.C

40 福 岡 1.165 0.9

41 星 県 131 0 0.C

42 長 崎 県 265 0 0.C

43 400 6 1.5

44 大 分 県 373 3 0.8

45 ヨ 崎 県 272 1 0.4

46 鹿児 | 1.083 1 0.1

47 372 6 1.6

者「選府県合言 61.077 195 0.3
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診 ( 定都市
避 ■■C411盤松趣げ囲ζり膠夕[「』

獨 躙
48 t幌 市
49 lll 台 市
50 斬 潟

51 さいたま市
52 千 葉 1 1_503 9 0.6

53 横 浜 市 35 0 0.0

54 崎 市

55 静 岡 市
56 浜 松 市 275 0 0.0
Ｆ
υ 名古屋市
58 京 都 市

59 阪 1 207 2 1.0

60 堺   市
61 神 ‐戸 市 383 2 0.5

62 広 島 市 71 3 4.2

63 北 九 州市 152 5 3.3

64 福 岡 市 133 2 15
E者51

一一̈
一● 2,759 23 0.8
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卿輻
外の劇

躙
ヘ

鼈
鰤

1 ゴヒ  海 13.606 78 0.6

2 森 県 4,937 54

3 手 12.096 84 0.7

4 雪 城 県 6,103 67

5 田  県 2,098 16 08

6 山 形 県 3.405 17 0.5

7 b県 11.717 76 0.6

8 茨 城 県 7.395 89 1.2

9 腑 11.375 64 0.6

0 弓 県 13,921 1481

1 埼 玉 県 20,733 155 0.7

2 手 こ 県 31,123 238 0.8

3 東 こ 者l 137.061 1,330 1.0

4 l県 29,233 340

5 斤 濡 県 7.609 26 0.3

618 3 05

石 j‖ 県 5.708 69

8 菖 井 県 5,299 77

山 梨 県 9,927 161 1.6

20 ミ 野 県 11.716 78 0.7

21 岐 」 8.680 60 0.7

22 可 県 21.887 272 1.2

23 愛 ll 24,739 230 0.9

24 三  南 県 5.061 43 0.8

25 滋 塁 県 3.594 31 0.9

26 府 2,670 32 1.2

27 大 阪 27.864 273
28 41,921 338 0.8

29 奈 良 県 2.971 31 1.0

30 r口歌 1鮨 3,464 35 1.0

31 腱 県 31410 25 0.7

32 島 艮 県 1,999 19 1.0

33 岡 山 県 5,594 48 0.9

34 広 県 10,279 110

35 山  口 2,470 25 1.0

36 徳 島 県 1,772 17 10
●
● 県 7,069 85 1.2

38 愛 媛 県 4.714 27 0.6

39 咽 1,057 7 0.7

40 福 岡 県 19.342 540 2.8

41 佐 ヨ 県 6.181 190 3.1

42 長 県 9,527 56 0.6

43
七

“ 県 3:904 48 1.2

44 大 う 県 10,324 128 1.2

・45 宮 崎 3.963 28 0.7

′
竹 鹿児 |

12.353 85 0.7

47 県 4,371 108 2.[

子県合計 596.860 6,061
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別紙 3

肝炎ウイルス検診についての健康教育・健康相談の実施状況

感
ｔ 罰魃 1鯵脚弊数で翻 藻栗1泄回数警回灘 紘 雌 栞難 蠅
1 107 1.865 156 659

2 宇 95 4.812 51 458

3 岩 手 74 2.002 65 1.162

4 成 ! 23 734 14 175

田 3 64 12

6 山 形 23 427 27 37

目  涯 121 7.825 81 551

8 93 2.225 101 402

56 1666 78 170

10 羊 5 3.022 75 127

玉 〕 23 578 16 25

12 140 18.289 156 279
13 3 85 75 263

14 l 12 490

15 8 169 7

16 雪 山 45 206

| 35 46

18 4 79 1

19 29 543 10 39
20

ロ
ユ 148 1.467 46 1.618

21 58 718 28 254
22 25 556 59 353
23 ロ 421 1,311 31 353
24 1 10 14 15

25 滋 31 31

26 一泉 謳 1 1

０
４ 阪 108 2950 139 317

28 県 9 252 ０
４
●
● 3,652

29 6 256 12 194

30 口∃ 731 28 176

31 W 2 161 5 5

32 県 17 1.374 34 227

33 123 2,803 82 177

34 広 島 4 187 8 37

35 山  口 85 750 83 272

36 2 61

37 9 429

38 朔 3 72 69 167

39 口 県 1 1

40 一口円 360 8,061 204 4.499

41 佐
ロ
ミ 8 81 56 134

42 長 山 1 104 89 89

43 県 20 896 60 117

44 大 28 526 533 4.670

45 宮 雌 18 247 28 228

46 児 優 188 8.006 260 3.760
′
， 4 30 90 996

2.093 76_924 3.334 27.452
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魃 掟嵐教育輻 裏圏餞1難轟凛策‡筆蝠
麒 撃籾 鷹参璽藝卿 澪

(1日辱掲 )

48 本L  劇晃
49 仙 台 市
50 新 潟
51 Sいたま 1

52 葉 104 222
53 浜 I

54 川 崎 市
55 静  岡  市
56 浜 松 市
57 名 古 屋 市
58 京 都 市
59 大  1坂 雨 97 2.495

60 堺 市

61 神 戸 市 60 264 3.360

62 FA島 雨
63 Jヒ JL`Jl‖ 193 3.867 20 207
64 福 岡 147 4.001 147 4,001

足都而計 438 10,423 535 7.790
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市町村独自検診分集計結果

莉
麟
種
蘇

輻
幣

靱
稔

1 海 3.515 80 3.435 2.3 3.555 56 31499

2 森 3.637 79 3.558 2.2 ,304 31 2273 1

3 手 4.077 53 4.024 1.3 4.077 21 4056 ハ
υ

4 城  県 727 716 1.5 728 3 725 0.4

5 田 16 5.9 8 0 8 0.C

6 形
｀

1 170 0.6 203 1 202 0[

島 3_303 42 3261 2_618 30 2_588

8 城  県 612 0 612 0.0 613 0 613 0.C

栃  木 75 0 75 0.0 75 0 0.C

10 群 馬 396 2 394 0.5 395 2 393 0_5

奇 玉 明 1.906 15 1.891 0.E 1.856 14 1.842 0_8

12 葉  県 2.635 25 2.610 0.C 2.635 30 2.605

13 只 者1 16.432 152 16.280 0.C 16.432 16.315 0.7

14 神 奈 川 県

:5 新 潟 325 3 322 0.9 221 1 202 0.5

16 富  山
17 石 J: 60 5 55 8 60 2 3.3

18 井 県 1041 20 1.021 1_022 46 4.5

19 梨  県
20 撃予 708 3 705 0.4 790 3 ０

０ 0.4

21 早 683 1 682 0.1 685 2 683 03

22 獨 2,229 22 2.207 2227 13 2.214 06

23 愛 知 970 963 0.7 971 5 966 05

24 二 重 14 0 14 0.C 15 0 15 00

25 滋 賀  県
26 都 府 4 4 0.0 4 0 4 0、 C

27 阪 府

28 l厚 ! 3,938 41 3.897 3938 45 3893
29 良 県 90 0 90 00 90 0 90 0_C

30 F口 歌 山 県 129 129 0.0 104 1 103

31 鳥 取  県 2,653 70 2.583 2.6 2.653 37 2.616 1.4

32 根 829 12 817 827 810 2_1

33 爾 山 県 19 0 19 0.0 19 0 19 00

34 広 島 県 629 10 619 1 629 13 616 2.1

35 山 口 県
36 島  県 61 0 61 0.C 61 0 61 0.0

37 ‖ 県 1.099 12 1.087 1.099 16 '1.083 15

38 愛 586 6 580 82 0 82 0.0

39 高 知 116 0 116 0.C 116 0 0.0

40 福 岡 県 11160 1 1.159 0.1 1.172 1 1.171 0.1

41 佐  賀 729 15 714 2.1 718 4 714 0.6

42 崎 ! 1_075 1.064 1.0 1_079 10 1.069 0_9

43 県 972
.47

925 4.8 988 12 976

44 県大 8 0 8 0.( 8 0 0.C

45 山 295 2 293 0.7 295 0 295 0.C

46 443 16 427 3.6 290 3 287

47 県 819 13 806 842 21 821 2.[

59.187 778 58.409 1 56_504 551 55.929
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●

各自治体における肝炎対策の現状について

I 特定感染症検査等事業(肝炎ウイルス検査)について

参考資料2-6

N0 自治{ホ

1 所管している保健所数 21干 炎ウイルス検査実施体制

所告数

※肝炎ウイル
ス検査を実施
て́いる保lt〕
支所・出ζE所

等の数

①保健所その実施 ②委託医療機関での無料実施 ③委託(予定服閲肇

雌勁帥

bPIに案lt
(有料 )

c無料実施予定 d未実施 b実施予定

し̈なし、酬勁一
師帥

うち、健診

専P咄関数
受検者負担額 予定年月日 理由

実施
予定年月日

比 海 道 O 0

2 豫 暉 6 O ○

3 着 手 野 〇 O

目 城 蝙 9 9 ○ O

5 秋 田 編 8 8 ○ 0 108

6 II形 蝙 0 0

層 島 螺 6 6 ○ 0

8 茨 城 県 O 0

栃 木 県 5 5 0 O

畔 馬 岬 0 O

11 奇 玉 県 ○ 0

千 葉 岬 O 0

1京 樹 7 0 0

中奈 川 県 9 ○ 0

[潟 岬 ○ 0

山 県 B ○ O 平成22年 7月 検討中

17 ′‖ 堀 4 々 0 0 328

層 丼 県 6 O 0

山 梨 県 5 0 0

20 長 野 保 ○ 0

岐 阜 晰 7 7 ○ 0

静 岡 県 0 0

愛 知 塀 O O

二 重 喋 8 0 0

滋 賀 県 0 0 205

京 都 詢 O 0

大 阪 府 0 0 4,700 不 明

兵 鷹 編 ○ O ７６

彙 良 県 5 5 O 0

lD歌 山 県 7 0 0

■ 取 暉 4 3 0 0

島 根 明 フ 7 ○ O

剛 山 鰤 9 9 0 0

広 島 岬 フ フ 0 0

山 口 月 フ 8 O 0

憲 島 県 6 O 0
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NO 自治 {ホ

1所管している保健所敗 2肝 炎ウイルス検蓋実施体制

所管数

※1干炎ウイル

ス検壺 実施
て́いる保健]
支所・出張所
等の数

0保健所での実施 ②委託医薇機関での無料実施 ③委託(予定)性関数

a既に

実施
(無料)

b既に実施
(有 料 )

ctt14実施予定 d未実施

雌
勁

b実施予定 「い劇揃一
団脚

うち、健診
専門機関数

受検者負担額 予定年月日 理 由 予定年月日

香 川 県 0 0

愛 蟻 県 6 6 0 0

高 知 県 5 5 O 0

|「 岡 暉 9 0 0

に 31県 5 5 ○ 0

長 崎 県 8 8 0 0

鷹 本 県 ○ O

大 分 県 6 6 0 O

雪 崎 県 7 ○ ○

鹿 児 島県 O O

中 おL塀 O )または22110円 ○

キL幌 ■ 1 O O

山 台 ■ 5 0 O

さいたまII 1 〇 O

千 葉 ■ 1 O O

横 浜 市 O O 1.070

"l崎
■ 7 7 O O 5

le棋 原 市 1 0 O

「Jl潟 市 1 0 ○

静 岡 ■ : O 0 6

浜 松 ■ O ○ 5

名古 屋 常 0 O

京 都 市 1 〇 ○

大 l阪 ■ 0 0

堺   市 1 8 O ○

ll戸 市
`

○ 0
720円 (HBV抗 体検
査希望者のみ )

0

岡 山 7f 0 0

広 島 市 O ○ 1.400

北 九 Jll■ : O 0

福面■ 7 0 0 把握していなし

函 館 市 1 : ○

旭 川 ■ 1 ○ O

青 森 市 1 O 0

虔 岡 市 1 1 0 〇

吹 田 市 : 0 0

郡 山 ■ 1 0 0

,ヽ わき■ 0 0

宇都 宮■ 2 O O



211炎ウイルス検蓋実施体 Frl

②委:モ医療機関での無料実施 ③委託(予定理関数
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‐

自治体

1 所管している保lt所数 21千 炎ウイルス検査実施体制

所管数

※1千炎ウイル

ス検査を実lt
て́いる保健漸

支所 。出張所
等 の数

①保健所での実施 ②委託医療機関での無料実鮨 ③委託(予定)機関数

雄勁帥

b既に実施
(有料 )

c無料実施予定 d未実施 b実施予定 螂い刷獅̈
医療
機関数

うち.IL診
専門機関数

受検者負担額 予定年月日 理 由
冥施

予定年月日

佐世 保 1 1 0 O

千代 田

'

1 0 ○

1央 区 1 0 ○ 平成22年 5月

薔   区 O

建康増進事業に

よる医療機関委
ltのみで実施の

0

F宿 区 5 0 0

史 京 区 1 0 0

合 東 区 1 0 O

墨 田 区 2 0 0

江 東 ロ 1 ○ 0
平成22年度中
に開始予定

品 川 , 1 2 0 0 250

目 黒 区 2 O O 1100円 〇

大 田 区 1
O

E内の医猥機関
苺託にて無料 (1

0限り)で実施し
0 309

」田 谷 区 1 0 0

受 谷 区 1
0
X原槻開委 :モに
たり受診てきるた 0

や 里予 区 1 ○ 0

杉 並 ロ 3 ○ O

当 島 区 2 O 0

|ヒ   区 O O

魔 川 区 1 O 0

板 橋 区 1 0 ○

燎
「
。 屡 1

〇 て、実施している 〇

足 立 区 5 5 O O

葛 飾 区 1 O 0

江 戸 川 区 1
○
羞療機関に委託
て́いるため ○ 1 |
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Ⅱ 肝疾患診療連携拠点病院等の整備状況について

い
０

自お体

①拠点■院の籠定1え配 ②①て・.bσ 4合 ④専門E療 ,関の確保(1日足,状況

■,日足議 lヽl定 予定
3鶴 点■院等迪潟E:ヽ 会二負キ

=`公
表の

可替
b=員年氏
`公
●の有無 ホ餃置

=確
保 (,日足)済 b確保 (1日定

'テ

彙 Cネ 足

ll定 年月日 可 雪の■ 0
7'公表済 イ)公

=予
定
公
=(予
定を
'C)●
4合.II

拗方撻について
ク,未 7tt表

理 由

/AN=の有
" 予定年月日 理 由院獄

現在協饉中 公表年月日 予定年月B と の1
Cその他の
具体的内容

電 自 有
縄関

“

誨 0 FEzr +€8248 こ島撻ll金が未燎置
曖2年度中の殷
2に向けて検, 0 0

森 葛 0 F嗅 21年 11月 10日 こ

“

協員会が未枚置 O O 0

手 0 F虚 0年 4月 ,日 0 発生方
に7解を得ておらず.公

表するZ・露掟がないため.
t=方にア解を得ておらす.公

=す
る0

そ性がないため, 0 0 0

城 F咸 10年1:月 6日 議員年の農

`に
ついて 積極的|二 /1S表す

5必要が無いと考えるため
0 0 0

0 「 成20年フ月01日 0
平成20年3月 25

議道発壌 0 0

影 0 F試
"年
■月9日 0 0 0

島 環 0 F成2:年3月 1日 0 0 衝ヽに足める年間・7・T由 にま当するため
贅置に向けてよ
,A腱と検絆嗜

0 O

員 城 輌 0 l嗜腋0年 6月 1日 0
巴綺協,こ会はE●祖関をあてて
りヽ.個人を特定していないた 0

嘔じ二含薇Aと
0 O 0

栃木県 0 Fr20■も月30日 賢崎点でこ絡協饉会について未腱il O 0 0

群島県 0 ll成 2043月 31日 0 兒時点
において,員の示

=を
‖

=い
ないため.

見
=点
において雲員の示籠を得ていない 0 0 O

埼玉県 0
「
"レ

0■●月1日 O 0 F咸
20年7月 :

0 0 0

千露県 0 Br2044月 1日 0 =燎
硼 として格成しており、一

日入を■員としてい●ヽ■め 0 邑魚機関として橘ltし ており、
―個人を姜

とヽしていないため 0 0 0

東京

"
0

E点嬌院を11■
て́いないた 0 0

神素
":県
0 ●
"20■
S月 1曰 0点■院年連絡撻鮨全については、ユち

L!デていないため,
0 0 0

綺B鳳 0 「 咸21■●月3,日 0 病院名ほ公凛
しているが、■員

氏名事での公■はしていない。
0 0 0

山 1 ll扇ン|●月 0 0 0

“

| lleO年 4月 1曰 風極的には公
=し
ていない . 0

弁 O
「
成20年1月 1日 0 0 IIR71t開 籠ネ年

に応じ7LSOlすることとして
,り .薇極的な公表を行つていない。

0 O 0

山・H県 0 事成20"月 5日 況時点で連昴餡:=会 の餃置工●中 0 0 0

長野県 0 事虚 0年 10月 :日 0

1●ユ全l●.颯
… ・
ll"=脅

たOFttSじ ele蟹センターが●IL

諾詰 2爵犠 r辮
Hし″―のH● lt公曇されてい

=す
。

0
「
成20年 0 0 0

=舅
0 F成 10年11月 O =員

雲■時、二名公表の同Cな 0
=員
姜颯時.氏名公豪の同Eなし 0 0 0

'日
事咸21年3月 ,0日 0 0 0 0 0

知 嘱 離騒鯉 [:目l キに■員年の影て選定している
つけてはないため

寺に雲負年の形で置掟しているわけでは
いヽため 0 0 0

■ 1 0 ユ成
"年
12月 ,3日 O 0 0



〇
〇

自治体

①颯点■院の拒
=状
演 ②①て■.もの嗜含 )植讀センター霞ニケ ④専nER叡関の電保(:口足,伏記

al12済 Ь拒足,足
a拠点■Rキ通

"口

!二会曇員苺氏名公表の
可薔

b幸 員年E`公表の有無 彙浚置
`確
保 (lB定 )請 河 保 (拒定 )予定 C未 定

lE定 年月日
烙■,
院敗 予定年月日 可 薔の電自

ア)公 表請 イ,公菫予定
公表(予定を合Olの■舎.ロ
知方法について ウ,未公表

理由

公表の■

“ 理 由て
凛在日経中 公二年月日 予定年月日 aその1 ②そ

の他の
具体的内薔

瑕 自 無
城関数

足

堅 賀 嘴 O 平成21年6月 30日 資
=は
公表していないが、今晨

まヽする予定
0 0 0

=椰
F 0 平成20キ●月88 0 0 0

に販
"
0 弔虚 0年7月 10日 0

:::髪ド
°
'そ

のにE■
'1・ =と

0

宅康

“

0 堅閾 ■ 月2● 曰 0 0
ER]を公ヨしており.薔員

=IEnす
る彼閲

IE経祝

“

。口体,を鴫らかにしているた 0 0 0

=良
1 0 賄炒0年4月 1日 え点■艘 議撻贅会が未雙置 0 0 0

1歌山F 0 22年 O 0 0 2年

=取
書 0

「 蔵
21年

`月
24曰 0 0 0

ヽ l■ 岬 0 Pri2oSron6s
華目E廉粗3aの 0「が,加してい
もので,あ えてtl工奎の菫員とし
ての/1t表は考えていない。

0 0 0

覇 山 野 0 F成19年 i2月 19日
丁と思われるが.このことについ
:の具体的な協lF.ができていな 0 =の

ことについての具体的な

`饉
を行つて

.｀なしヽため.
0 0 0

広 島 塀 0 「 成'0年
10月 2日

F成21年 10月 27● 0

キ!1賃渕

`,患可能の会
■)に記重.
滉修会年にお

0 0 0

し口 暉 0 1成2:年2月 1日 0 0 0 0 0 0

3島 r 0 1成
"年
フ月20日 O O

ホームベーン彙
F中のたOB" 0 O 0 0

:l‖ 環 0 F蔵0年 3月 11日 0 0 0

1最 瞬 FE20+4F I B

ヽ知 嬌 0 ■成2o年7月 3日 0 り公表については協にしていな 0 0 0 0

=向
環 0 ll屁244月 1ロ 0 0 0

L買 膚 手虚 0年 2月 :日 学年度311位予定 . 0 0 F咸 22年度

L le輛 0 F蔵 :9年 1月 1日 0 0 0
二ついてlま .
:議会年で公
民していま

0 0 0

O ll咸 2i年 5月 10日 0 O 0 0

ヽ 分 馬
「
蔵 0“月2,日 0 キに公表する●要性がないため 0

,tl" 0 早咸ユ!年 ,月 24日 見在、E餞会の収IEに F・iけて二綸中のた{ 0 0 0

E児
=嘉
0
「
咸20年7月 17日 卜豪の■零については、今後、第1回の毬

曖会(3月 20日 m値 )マ桟対する予定.
0 0

1縄 婦 0 1成20年■月25日 富貞が決定していないr_め 0
,計 .設
置を輌う



Ⅲ 肝炎対策協議会の設置状況について

自治体

勤干炎対策協議会設置状

"
② Oでabの場合 ③ Cでabの場合

a設置 済
1委員に3者
寄を含む

b委嘱予定 、bに該当しない 開lE回 数

予定年月日 理 由 20年層 1年農 22年原

L海 樋 〇 〇 0

青 森 照 0 O O 2 2

岩 手 〇 0 平成22年 6月 0 3

自 城 聟 〇 0 0

秋 田 ○ 〇 O

山 形 O 0
=ま
れていないが、積極的な理由によるものではない。 ○ 1 2 2

7 福 島 岬 0 O 今後.患者会等の情報収革に努めたい。 0

茨 城 0 0 見段階では患者さんからの意見を取り入れて施策に反映できる状況にはないため O 2

賜 木 県 〇 〇 O

群 薦 野 0 0 協議会とは別に群島肝臓病の会と年数回意見交換会を行つているため. ○ 2 2

崎 工 岬 O ○ 〇

千 葉 県 〇 ○ 0

東 京 樹 ○ 〇 0

神奈 :‖堺 0 〇 じ者代豪の多加について検討中 O

所 潟 岬 O O 現時点では未定 O

雪 山 県 0 〇 県内の1千炎患者をit表する団体がないため 0 1 1

7 1‖ 岬 0 0 ミ白t患者会等の団体が存在しないため. 0 2 2 1

嘔 井 県 0 〇
要構により、E師会.肝炎に出する専円底、In係市町や保健所年の関係者によつて1萬成することとしてい
る。 0

■梨 岬 0 O 0 2

長 野 岬 0 0 0 0 2

曖 阜 県 0 0

い岡 岬 O O 0

賢 知 岬 0 O O 1

二 重 岬 0 ○ 二重県内の意者団体等の認知がなく.委員選定が囲魏なため。 O 2

整 賀 岬 0 O ○

京 都
『

0 ○ 専門的な知識を要する離論を行う場であるため O

大阪 F 0 O O 1

兵 庫 岬 〇 O ○ : 2

僣 良 岬 〇 ○ 晨内の感業者の会や家族会等が把lEできていない。 0 2

和歌山県 0 0 コのガイドラインに沿って医師会.専門医.保健所長等の関係者をt●て構成 0

F」 取 岬 〇 〇 〇 2

島 1良 明 O 0 O 2 0 2

司 山 , 0 O
尋馨 紆 最景

「

的な明記摯 ←
また
鷲
加
零
員からの要望t4tlす かつたため、検討がなさ 0 3 3

ム島 晰 O O H22,1 ○ 2

14ロ ○ ○ 2

意 島 舅 〇 0 田綱により、委員は医療関係者、学識経験者及び行政関係の職員と規定しているため 0

]川 0 ○ 2

【 媛 O 0 [存の協議会により代用しており、現時点ては委員構成等の変更予定なし. O

薔 知 明 0 〇 曽7縦書譜堪匙認里ら3艦輔 ?軸を検討しているため、医瞑.行政剛 0 2

E岡
"

〇 O :笙艦紘化ご
`距

5島銀躍響鼎躍盟憔 適離開暗盤 O 4 2 2～3

隆 買 岬 ○ 0 島員会にて未検討のため 0 l

民 le岬 0 O

“

EE会において、思者団体等を含めるかを検討することとしている。 O 2 2

熊 本 県 0 O 含んていない(人選が難しい) O 0 1 1

大 分 野 0 0
「
疾患診薇体制の確保を目的としているため O

宮 崎 野 0 0 ○ 3 1

壺児島暉 O 0 O 1 1

中 縄 0 O 罠領により、肝炎に関する専門医と定めているため O 2
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Vその他肝炎対策に係る取組について

自治体

①肝炎対策 lt進 に係るtl回・1旨計等策定状況

Ь策定 予定
`澪
彙:1面 力(ん■■lC■ 11“

`、

その他:1薔ヽにお

"`●
籠●|サ d来摯定

予定年月日 名称 理由

L 海 O ヒ海迪医薇81画

青 露 O

岩  手 O

宮  城 O 争後の状彙を見て検討する。

IA 田 O ■酎中

■ 形 0

福  島 0 g島県がん対策推進:十回

え 城 0

5 木 0 日の1子炎対策IL進協饉会の検‖状翼を踏まえ.対応を予定

群  馬 0 今後検討予定

, 31 0 日が策定する構針を踏まえ検討していきたい

千 葉 0 溶綱螢領に基づき実施

東 京 葡 O O 工嘉椰がん

"贅
畷 I薔 .

■奈川県 O I脊書[鵬柵脚詰魔胤鵠 童隠糖せ貯的ながん対策|
折 潟 岬 O D第 4次晰潟県地域保健医濠計画

υttIII県がん対策it進計画

書 山 野 O 露山栞がん対策推進針
"

日 〕II 螺 0 1石川県がん対策推進針回)

I tt W 0 日の定める1手炎総合対策に基づき布スを実施しているため

L梨 岬 O 山棠県がん対策性エネ
'画

)

黙 里F 押 O 長野県健康壇進lltt rt燎 グレードアップながの211)

支 阜 暉 0 野が策定するll針を踏まえ、検酎予定

浄 岡 暉 0 1,日県保健匡燎お1画 )

受 知 暉 O

= 
■ O

=重
県保健E藪針口 及び ニユ栞がん対策戦略プラン )

滋  賞 0 1置付けられているttu尋 の名称
(・A賛県保健医療RI回、通賀颯がん対策:L進計画 )

京 都 0

大 阪 O 大阪府がん

"無
推進計画 )

兵  庫 0 果庫県保健匡薇:+画、長庫県がん対策lt進計画 )

京 良 0 籠良県保掟医薇静ロ

10歌 山 嬌 0 阿歌山県がん対鑽推進針回

鳥 取 0

島 根 ○

口 山 0 ヤ■日において策定される基本指BIを・●考に検討を行つ01く予定

ム 島 県 〇

趙  ロ 0 u口無がん
"薫
性巡3tロ

' 
島 県 O

-0 15次香川県保健医F81腫

憂 撮 O

高  知 0 第5狐高知県保健匡癬計画J「高知県がん対策推進81EJ

福 同 0 日阿県がん対策推延3+ロ

佐 賀 0 L賀県がん対策lL進1+回

長 崎 〇

磯 本 0

人 分 0 十後、検ぶ予定

ヨ 崎 0 日の肝炎対策奉集に準して実施しているため

E児 島岬 0 こ児島県保越医燎31E.鹿見島県がん対策推進計画

中 縄 聟 O 卜後、uRItるあ要があ
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別紙2肝 炎対策の普及啓発状況に関する調査 (21年度)

平成 21年度実施実績

するボスター・リーフレットの18載・配布状
況

01干炎(予防・病態・治庶)に Daするボス
ター・リーフレットの作成.18風 配布状況|

②肝炎ウイルス検五受診勧奨に関するボス
ター「リーフレットの作成.18載・配布状況

0幡炎医療贅助成11度に関するボスター・
リーフレットの作成、18雄・配布状況

.;Frr- bリーフレット aポスター bリーフレット a;f7,- bリーフレット

① l千炎ウ ルス績lt 闘干炎医粂贄助威制l

している て́いなし している て́いなL

北 海 通 〇 0 ○

青 森 躁 0 0 〇 0 0

岩 手 岬 0 O O O 0 O

4 宮 城 照 O O ○

5 秋 田 〇 〇 0 O O 0

■ 形 リ ○ O O 0 O O 0 O

7 lE 島 岬 0 O

茨 城 1 O O 〇 O 0 〇 0 O

,木 岬 O 〇 〇 0

澪 

“

 鴨 ○ 0 ○ 0 O O

11 | 五 習 0 0 O 〇 O 0

千 葉 賀 ○ 〇

東 京 薔 0 0 ○ O 0

中奈 ,,1現 0 〇 0 〇 0 0

折 潟 野 O 0 ○ O

g 山 岬 ○ 0 ○ 0 O

1フ ,11 寧 〇 0 ○ ○ O

I J午  野 〇 〇 O

■ 梨 岬 0 0 O 0 0

長 野 W ○ 〇 0 O 0

21 交 阜 岬 O 〇 O 0 O

浄 同 リ 0 0 0 〇 O

l知 岬 O 0

重  県 〇 〇 ○ 0 O

餞 賀  野 O 0 〇 ○ O

都  F 0 0 ○

k阪 府 0 〇

冬 庫 県 O O O 〇 0

良  岬 O O O 〇 0 0

1歌 山 県 〇 〇 ○

取  岬 O 〇 0 O

監 1晨  岬 ○ 0 0 0 O

研 山 県 O 0 O

ム 島 県 〇 ○ O 0 O

■ 口 暉 O 0

患 島 県 0 0

番 川 環 0 0

睦 媛 蠣 O 0

饉 知 暉 O
・〇 0 ○ O

嘔 岡 県 ○ O 0 O 0 0 0

■ 賀 聟 O 0 O ○ 0 ○ O

崎 暉 O 0 O

鷹 本  暉 O 0 ○ 0 ○

分 婦 O O 0 0 〇 O

宮 崎 県 0 ○

咆 児 島 暉 O O O

沖 縄 暉 0 ○ 0 0 0 0
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肝疾患診療連携拠点病院一覧

参考資料2… 7

+rfr.22 68 t Er9fr
都道府県名 施 設 名 所 在 地

北 海 道

日立大学法人北海道大学病院 キL幌市北区北14条西5
日立大学法人旭川医科大学病院 旭川市線が丘束2条 1
札幌医科大学付属病院 札幌市中央区南1条西16

青 春 県 日立大学法人弘前大学医学部rll風病院 弘前市本町53
岩 手 県 岩手医科大学「ll属病院 盛岡市内丸19-1
宮 城 県 日立大学法人東北大学病院 仙台市青葉区星陵町1-1

秋 田 県
日立大学法人秋田大学医学部附属病院 秋田市広面蓮沼44-2
市立秋田総合病院 秋田市川元松丘町4-30

山 形 県 日立大学法人山形大学医学部附属病院 山形市飯口西2=2-2
福 島 県 公立大学法人福島県立医科大学「Ij属病院 福島市光が丘1番地

茨 城 県
株式会社日立製作所 日立総合病院 日立市城南町二丁目1番 1号

東京医科大学茨城医療センター 1日敷郡阿見町中央三T日 20番 1号

栃 木 県
自治医科大学門属病院 下野市薬師寺3311-1
獨協医科大学病院 下都賀郡壬生町北′!ヽ林880

群 馬 県 国立大学法人群馬大学医学部附風病院 前橋市昭和町3-39-15
埼 玉 県 崎工医科大学病院 入間郡毛呂山町毛日本郷38
千 葉 県 回立大学法人千葉大学医学部rlJ風病院 千葉市中央区亥鼻1-8-1

神奈川県

1員浜市立大学附属市民総合医療センター 横浜市雨区浦舟町4-57

聖マリアンナ医科大学病院 川崎市宮前区菅生2-:― :
北里大学東病院 相模原市麻満台2-卜 |

東海大学医学部付属病院 伊勢原市下増屋:43
新 潟 県 日立大学法人新潟大学医歯学総合病院 新潟市中央区旭町通一番町754番地

富 山 県
富山県立中央病院 富山市西長江2-2-78
市立砺波総合病院 砺波市新富町1-61

石 川 県 日立大学法人金沢大学lll風病院 金沢市宝町13-1
掘 井 県 社会福祉法人恩Л易財口福井県済生会病院 福丼市和田中町舟橋7-1
山 梨 県 日立大学法人 山梨大学医学部開属病院 中央市下河栞 1110
長 野 県 日立大学法人信州大学医学部rll風病院 松本市旭3‐ 1-1
岐 阜 県 目立大学法人 餃皐大学医学部附風病院 崚皐市lJF戸 1-1

静 同 県
順天堂大学医学部附風静岡病院 伊豆の国市長岡1129
国立大学法人 浜松医科大学医学部Fll属病院 浜松市東区半田山1-20-1

愛 知 県

日立大学法人名古屋大学医学部EII属病院 名古屋市昭和区鶴舞町65
名古屋市ユ大学病院 名古屋市瑞秘区端秘町宇川澄1
藤田保健衛生大学病院 豊明市沓掛町田楽ヶ窪1-98
愛矢0医科大学病院 曇知ll,長久手町大宇岩作字rf又 21

三 ■ 県 国立大学法人 三重大学医学部rll風病院 津市江戸橋2-174

滋 賀 県
国立大学法人 滋賀医科大学医学部附風病院 大津市瀬田月輪町
大津赤十宇病院 大津市長等―T日 :-35

京 都,府
国立大学法人 京都大学医学部rll屁病院 京都市左京区L°議院川原町54
京都府立医科大学附属病院 京都市上京区河原町通広小FI田る梶井町465

大 阪 府

関西医科大学313属 ,t丼病院 守口市文回町 10番 15号
近畿大学医学部附属病院 大阪狭山市大野束377-2
日立大学法人 大阪大学医学部rl風病院 吹田市山田丘2番15号
大阪市立大学医学部附属病院 大阪市阿倍野区旭町1-5-7
大阪医科大学附属病院 高lll市大学町2番7号

兵 庫 県 兵庫医科大学病院 西宮市武庫川町1番 1号
奈 良 県 公立大学法人 奈良県立医科大学JII属病院 橿原市四条町840
鳥 取 県 日立大学法人 鳥取大学医学部附属病院 米子市西町36番地 :
島 1艮 県 日立大学法人 員根大学医学部311属病院 出曇市塩治口T89-1
岡 山 県 日立大学法人 岡山大学病院 岡 山市饉田町 2-5-1

広 島 県
日立大学法人 広島大学病院 広島市南区鍛1-2-3
民病院 福山市蔵二町5-23-1

山 口 県 日立大学法人山口大学医学部rll属病院 字都市南小串1-1-1
徳 島 県 日立大学法人徳島大学病院 厖 島市晟本町 2-50-1
香 川 県 香川県立中央病院 高松市番町5-4-16
愛 媛 県 日立大学法人愛媛大学医学部rll属病院 栞温市志津川
高 知 県 日立大学法人高知大学医学部附属病院 南国市岡豊町小蓮185-1
福 岡 県 久留米大学病院 久留米市旭町67
佐 賀 県 日立大学法人佐賀大学医学部附属病院 佐賀市鍋島5-1-1
長 崎 県 独立行政法人日立病院機11長崎医療センター 長崎県大村市久原2T日 1001-1
熊 本 県 日立大学法人熊本大学医学部附属病院 熊本市本荘1-1-1
大 分 県 日立大学法人大分大学医学部附風病院 由布市袂間町医大ヶ丘1-1
宮 崎 県 日立大学法人宮崎大学医学部闘属病院 宮崎郡清武町大学木原5200番地
鹿児島県 日立大学法人鹿児島大学病院 麗児員市桜ヶ丘8-35-1
沖 織 県 日立大学法人琉球大学伝学部rll風病院 中頭郡西原町字上原207番地
計 45道府県 65施設
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参考資料2-8

肝炎に関する普及啓発リーフレット等

厚生労働省が行うた主な普及啓発事業の概要

厚生労働省において、平成22年度に行つた主な普及啓発事業については以下のと
おりである。 ,

ポスター、り下フレットの作成 別紙 1

男J判氏2

月11砥 3

別紙 4

・ 広報誌「厚生労働J(5月号)への掲載

肝臓週間及び同期間中の取組に関するプレスリ

ホームパージによる肝炎総合対策に関する広報

リース等
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22年度から
利用 しやすく変わりました。

~7 1

ご負担額を引き下げました。
*月あたり1万円(所得により2万円)

核酸アナログ製剤治療と、

医学的に効果が高いと認められる方へのて

21回目のインタ‐フェロン治療助成

を開始しました。

[月J剤11]

資)厚 生労働省

①

②

　

③

詳しくはお住まいの都道府県に

お問い合わせください。

インターフェコン治療、核酸アナログ製剤治療の

医療費助成猜っ_、ま∴

*景則、月あたり1万円
(世帯所得の高い方については、2万円 )

を超える部分について、医療費を助成します:



・‐
′
′
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肝
鶴

ウイルみ陛月干炎の検査について
¨̈

あなた
肝炎ウイメレス検査を受けたことがぁりますか?

は い ・  い い ジ L
・わからない―

早期発見、早期治療 !

●厚生労働省健康局疾病対策課 肝炎対策推進室
.rill´ :o3-5253-Hll(月 ～金曜日、9時半～18時 )
l;lt:´ :ll!::、 :/ノ、ぃヽ・、111!,l、、・.R`,i!ヽ /卜 l“ 1).I1/1(C:lk・:1/k(kk“ 1ll:、 :ltlst lllh01:`'リ ノintlt,、 .|,:,:ll
●財団法人ウイルス肝炎研究財団 (病気の相談など)       =
TEI.:03-5689-8202(月 ～金曜日、10時～16時 )
U ltl´ :li11!、:/ム、、ヽ、、hi“ )riP/08 tl"1ヽ 11/1iltit、 11!nJ

hヽi::、 hn● lt"l・ :“工:11■.1ヽ

「いいえ」、「わからなぃ」を選んだ方は1
是非この機会に肝炎ウイルス検査
受けましょう !

γウイルス性肝炎とは?～

1 
羮:着革R讐昇彗言[:悸宿墓

だ悠蒼E腎篠片雇IT腰8程罷ば
変や肝がんに至ることもあります。

B型及びC型肝炎ウイルスの憲者・感染者は、合わせて300万
人を超していると推定され、1国内最大級の感染症とも言われて
います。  |

～肝臓のニックネ∵ムは “沈黙の臓器"～
肝炎になっても、1肝臓はなかなかSOSを出しません。「体
がだるしヽ」と気付くころには、かなりの重症になってしまって
います。でも大丈夫。肝炎ウイルスは、検査で分かります !肝
炎ウイルスに感染していても、適切な健康管理・治療で、肝炎
から肝硬変や肝がんに悪化するのを予防することが可能です。

十]T炎のほとんどは、肝炎ウイルスによって起こる「ウイルス性肝炎」です。

(お問い合わせ知
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Ql。 検査を受けるには?
【どんな検査 ?】
肝炎ウイルスに感染しているかどうかは、血液検査で判断します。
採血は短時間で済み、また、検査結果は数週間でお知らせできます。

※感染後は3か月ほどたたないと、陽性にならないこともあります。

【どこで受けられるの?】

検査を受診する機会としては、以下のようなものがあります。
・ お住まいの市町村での検診
・ お住まいの     の保健所での肝炎ウイルス検査
※実施日程や費用などは、それぞれの実施主体によって異なりますので、
別途お問い合わせください。

ウイルス性肝炎Q&| 《聾

Q2。 感染が分かつたら?
肝炎ウイルスに感染していたとしても、肝臓の状態は人によってまち
まちです1,まずは、専門医に相談してみまし̀kう t
<主な治療方法について>
○ インターフェロンは、免疫系・炎症の調節等に作用して効果を発
揮する薬剤で、ウイルス性肝炎を根治することができるものですこ
OB型 肝炎の場合は約3割、C型肝炎の場合は約5～ 9割の人が
治療効果を期待できます。
○ 核酸アナログ製剤は、B型肝炎ウイルスのDNA合成を阻害する
作用がある薬剤で、ウイルスの増殖抑制の効果があります。

※ 治療効果は、遺伝子型、ウ́イルス嫌などによって異なります.

Q3.医療費助成制度とは?
国と都道府県では、肝炎の有力な治療法であるインターフェロン治療や
核酸アナログ製剤治療に係る医療費について、あなたの負担額を軽減す
る助成を行つています。助成の対象となるのは

B型又はC型肝炎のインターフェロン治療及び

B型肝炎の核酸アナログ製剤治療 です。
あなたの世帯の所得に応じて、月当たりの医療費を軽減します。

詳しくは、都道府県又はお近くの保健所にお問い合わせください。

′
―
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<イ ンターフェロン治療について>
○ インターフェロンは免疫系・炎症の調節等に作用して効果を発揮する薬剤
で、ウイルス性肝炎を根治する目的で使用されます。

O B型肝炎の場合 約3割
C型肝炎の場合 約5割～9害」の人が)台療効果を期待できます。

※治療効果は、遺伝子型やウイルス1::な どによって異なります。

○ 強い副作用を伴うことが多いので、医師とよ <相談 して <ださい。
11な

“

‖作り|!:イ ンフルエンザ様症状 (発熱、頭痛.筋内痛等)、 「111球 。好中球減少、lL小
板減少、不眠、抗うつ、投与部位の痛み、脱毛、めまい

<核酸アナログ製剤治療について>
○ 核酸アナログ製剤は、B型肝炎ウイルスのDNA合成を阻害する作用があ
る薬剤で、ウイルスの1曽殖IP制の効果があります。

O 治療にあたつては、下記のような留意点がありますので、専P3医療機関等
の医師とよ<相談して<ださい。             て

服用を中 lliす ることにより、lF炎が
'‖

悪する場合があ :〕 ますので、「1己の判llJiで中 |llし た,い
てください。   ・
薬剤投与中に面1性ウイルスが|llJllし てJF炎が

'‖

悪するよりriがぁりますので、 13イ 1電慢‖J「疾患
の治療に十分な力1識と経験を持つ医miυ)ドで治療を受llる ことが必要です。   

‐

治療はどこで受ければ良いですか ?
都道府県では、肝疾患診療連携拠点病院を指定しており、ここを中心として、都道府
県内の各病院、そしてあなたのかかりつけ医が一緒になつて、あなたの治療を応援する
体制を作っています。

全国C型肝炎診療懇談会

治療に関して、何か不
安なことや気になること、

最新の治療などについて

間きたいことがあれば、
お気軽にかかりつけ医等
に相談してみて<ださい。

かかりつけ医

「都道府県における肝炎検査後肝疾患診療体制に関するガイドライン」(H!9.:26)よ り

~ア

イ〕



ウイルス性肝炎の治療に関するお知らせについて

肝炎ウイルスに

感染していることが分かったら

まずは専門医に相談してみましょう。
そこで、本格的な治療が必要かどうかを判断します。

肝炎ウイJbスに感染しても、ぼ忌法鷹彗g激な婆事声終わっ場合もあり、すぐには治療が必要では
また、治療は、症状と体の状態に合わせて選びます。

<主な治療法>
① 抗ウイルス療法 (イ ンターフェロン療法、核酸アナログ製剤
療法など)
肝炎ウイルスの増殖を抑える薬剤です。
※詳し<は内画をご覧<ださい。

② 肝庇護療法
肝臓の炎症を抑え、_肝細胞の破壊のスピードを抑える治療法
です。          

｀

7じ



インタァフェロン治療及び
核酸|アナログ製剤治療に対する医療費助成

「B型又はC型肝炎のインターフェロン治療」及び「B型肝炎に対
する核酸アナログ製剤治療」につぃて(あなたの世帯の所得に応じて、
月当たりの医療費が軽減されます。

以下の書類が必要となりますので、詳し<は都道府県又はお近<の
保健所におFo5い合わせください。

①月干炎治療 (インターフェロン治療又は核酸アナログ製剤治療)受
給証交付申請書

②医師の診断書 (発行:かかりつけ医など)        :
③あなたの氏名が記載された被保険者証等の写し (発行:各保険者)
④あなたの属する世帯の全員について記載のある住民票の写し
⑤市町村民税課税年額を証明する書類 (発行:お住まいの市町村)

申請後の流れ (イメージ図)

:平成22年度からの変更点

2.助成対象医療に核酸アナログ製剤を追加しました。
従来のインターフェロン治療に加え、核酸アナログ製剤治療
も助成の対象となります:
3.2回 目のインタニフェロン治療助成を開始しました。
インターフェロン治療において、医学的に効果が高いと認め
られる方は、2回目の制度利用が可能となります。

I

1

1

ｌ

ｌ

』

③受給者証の交付
都道府県

77



感染拡大の予防のために

○ 現在は、B型母子感染予防や献血のスクリーニングなど、感染
の拡大防止対策によって、お産や輸血などによる肝炎の感染はき
わめてまれになっています:

〇 以下の常識的な注意事項を守っていれば、肝炎ウイルスが日常
生活で感染することは、まずあり得ません。 (<しゃみ、せき、
抱擁、食べ物、飲み物、食器やコップの共用などでは感染しませ
ん。)

<主な注意事項>
・ 歯ブラシ、カミソリ、ビアスなど血液がつ<可能性のあるも
のを他人と共用しない。
・ 血液や分泌物の付着したものは、むき出しにならないように
しっかり包んで捨てるか、流水でよく洗い流す。
・ 外傷、皮膚炎、鼻血、月経血などはできるだけ自分で手当て
をする。
・ 他人の血液が入る可能性のある入れ墨はしない。

※肝炎についてもっと力Iりたい方は「一般的なQ&A」 をご参照ください。
http://wwwnlhlWg().,P/bunyh/kcilkot1/kckkakt卜 k■hscnshotI),/indc、 .hinll

(お問い合わせ先)     .
● 厚生労働省健康局疾病対策課 肝炎対策推進室
丁EL:03■ 5253-1111(月 ～金曜日、9時半～18時 )
URL:hitp://www.hlhiw.8o.lP/bliny■ /kcnkol1/kckl(■ ku‐ kanscnshou()9/indc、 hlllll

● 財団法人ウイルス肝炎研究財団(病気の相談など)
TEL:03-5689-8202(月 ～金曜日、10時～16時 )
URL:httP://WWwvh巧 .0・ ,P/08.consul/indcx.hinl!
Mail:vhl@iCans.ocn■11.1)

(製作)厚生労働省健康局
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Press Release

平成22年 5月 14日      ′

健康局疾病対策課肝炎対策推進室

(担当・内線)   今別府 (2943)
中 田(2949)

“

ttti電言舌)  、 o3(5253)1111

(ダイヤルイン) 03(3595)2103

肝臓週間について

'  
～肝炎は、早期発見・早期治療～

肝疾患についての正しい知識の普及、感染予防の重要性についての認識を高める
ため、毎年 5月 の第 4週を「肝臓週間」と定めており、今年は 5月 17日 (月 )が
ら23日 (日 )までの 1週間となっています。
この期間、厚生労働省、(財)ウ イルス肝炎研究財団及び地方公共団体等において
は、重点的な普及啓発活動を実施することとしてぃますので、お知らせいたします。
特に本年度は、F肝炎医療費助成」において、「B型肝炎に対する核酸アナログ製
剤治療の助成対象への追加」や「月額の自己負担限度額の引下げ」など制度の拡充
を行つたところです。また、保健所や委託医療機関において原則無料で受けられる
「肝炎ウイルス検査」も引き続き行つています。肝炎の早期発見・早期治療につなげ
ていただくため、これらの制度を是非ご活用いただきたいと思います。

<ポイント>
・毎年 5月 の第 4週 (本年は 5月 17日 (月 )～23日 (日 ))は「肝臓週間」。
口肝疾患についての正しい知識、感染予防の重要性についての認識を高めていただ
きたいこと。
・肝炎は「早期発見・早期治療Jが重要であること。
・医療費助成や肝炎ウイルス検査などの制度を活用いただきたいこと。

男1添 1 厚生労働省広報誌 (「厚生労働」 5月 号)での紹介記事   :
別添2(財 )ウイル不肝炎研究財団主催のパネルディスカッション
別添3 地方公共団体における取組
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伍[り失Jこ o423動「 2

平成 22年 4月 23

衛生主管部 (方il)長  殿

厚イL労働省健‖〔局疾病対策ilt長

研り2()「 il「 |IFル歳i坦 ||||l υり'た方LI、二つい
‐
ご

lク イルス|プ |:‖「炎|,た、1可内l止 太υ)感染り1:でル,り 、検イドかr,治療たで継ざHのな
いイ|:糸「l`i/A″ ,有‖築力ちkめ ιbれて■」りにす。そυ,ため、サγィli労 1助省

｀
で|■、 平lit 2 2

年度から、月「炎ヴ)IiLサ馴,適りJな治療を す11lti:す るため、1昨イ|¬ lり 1に成サし
た月F炎力1策 九:本法、‖F炎治療11略会::准において,に とlV9 t,れた1渋わiυ )医学的

'11兄等をμ沓よ′_て 行ったll F炎医り11費 lリメリ,比 1/91り i充を||:(と して、 和|イ更1′ |:lti西己慮した検ri
体制げ)拡充や治療体il‖υ)1盗倒青など総合的なえ!・策を実施しているところです。
こf/Dよ うな総合対策が円イ|に機能するた〆)に |「た、月F炎に′́,いて急i■に1笙展し
ている知1見グ′

`に

枯に基づく!I:し ぃう]l識を|ク:療 1判係静のみな「,ず 1可民各位に持っ
ていただくことが極めて1「要です.さ「りに、1111ヽ ・人 ‐人が、lFり

'(患

について
のll:し い知|,‖tを持つことは、地域やり殿場に||ける月|:り欠忠を予防する 11で iF要で
あるのみな喝ず、患者や感染者1/9ノブ々 ′)1/9差月||や偏見を防 |11する }1で t,lL要 で
―
l~‖                      ‐
月F疾患についてIEし い知甜tの 普及と予防1/21臓要IJlの知繊tを高めることを目的
として、 平ルに3イF度から月イ・EJ法人ウィルス‖F炎イ″「究月イ・日1グ)主催にJこ り「月十臓週
‖
1」
が実施されているところですが、11成 22年度においては別紙あとおり実ブ
施さォじることとなつていますυ
ついては、貴職におかれまして (〕 こυ)jШ間に合わせてFEしい力1識の普及啓発
に積極的に努めていただくととt)に 、これを契機に関係機関とも十分な連携を
図りつつ継続的な啓発活動を実施してぃただくょぅぉ願いします。
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文字サイズの変更

く)厚生労働省

|1摯 l

ふ :I 肝11は IF資フ,1ス.童 |
最新情報

1●年0,月 11日  「ヽ 1回肝」
`対

豊 |き :ミ 掲妻書●間1=に ,L:マ Jを

'=議

しました

;TA

二療体言1

L
研究事衰I  皇競減

綱妻の「島繕情勢 I

10年 05月 14日

10年●0月 118

「171員 iヨ間|=つい■―F〒」:|ま 車巧≒三 三調清清～」■1う製しました

を,=議 しました

τttg恥 1生 』
Q&A          =ロ
F:::=it,で ¬りこい万,ここちら |

1報進発表責= i′1
問
F綸
などノミ
|ミミミ |

il炎対策,11進協議会  ′  |

/

関係リンク隼

PDFフ ァィルの30覧について
PEIF,‐ :′ルrr見うため

'こ
は、

Alo● oF●acorとぃう′フトが郵要です

Ado30 F● ●cOr,ま摯料で配布さ:■てぃま=
|こ こ■うグウンロートできF■ )

iヨ談はこちら

じ

「 ◆葛驚可 など

普及啓発

正し_ヽ豪寧

千サl・ 彙見の単シモ

その他の会議

‐
■ 11,

11

研究         ‐

賠ゴ警
―WT儡…

▲′l―■tr上事に
=ら

目
ヨ
量
鵬
・ヽ

］



Q`ス
.ヽソ｀



厚生労働科学研究/肝炎等克服緊急対策研究事業採択課題
(平成14～ 22年度)
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肝炎対策を総合的に策定・実施
・ 肝炎対策に関し、基本理念を定め、
。 国、地方公共団体、医療保険者、国民及び医師等の資務を明らかにし、
・ 肝炎対策の推進に関する指針の策定について定めるとともに、

義喜i菫番塾覧:1:饉薇l i_11容 11容9景李■■歪雷頂を定めることにより、肝炎対策を総合的に推進。

|‐ 〔li:i:lili:::::::::::i:::::::i::::::〕

i ・ 肝炎の予防に関する啓発、知識の普及
´

1  等による予防推進、
: ・ 肝炎検脊の方法等の検討、肝炎検斎の
1  事業評価、肝炎検査に限|す る普及啓発等

・ 専「 ]的
な知識・技能を有する医師等、医療従1ギ者の育成

・ 医療機関の檸備

・ 1+炎患者の療機に係る経済的支援

・ 肝炎医療を受ける機会の確保

・ 肝炎医療に関する情報の収集提供体制の整備、等

|

| ●公表

| ●少なくとも 5年

|  ご
.と
に検:寸

‐必要に応し、変更

れ,111富 1111こ

当た■り〔は

肝炎患名の

人権尊重

差別解消
lin駒|

● 治療水準の向上が図
られるための環境整備

● 患者支援の在り方に
ついて、医療に関する
状況を勘案し、
今後必要に応じ、検討

14

炒

肝炎対策推進
協議会

・肝炎患者等及びその家族

又は遺族を代表する者

・肝炎医療に従事する者

・学識経験のある者

関係行政機関

策
針
対
指
炎
本
肝
基離一一観
幾

一・

厚
生
労
働
大
臣

要資料提出等、

1■名ご墓

f,!tl'l]

ウイルス 億円】

相談体制整備などの患者支援 等 【0,2億 IЧ】

究の推進 【20億 IЧ】



肝炎対策を総合的に策定 口実施
・ 肝炎対策に関し、基本理念を,定め、
。 国、地方公共団体、医療保険者、国民及び医自T等の資務を明らかにし、
・ 肝炎対策の推進に関する指針の策定について定めるとともに、

1轟裏ifⅢ壼::1:璽妙 _1_11容11本?基本_生な,書頂を定めることにより、肝炎対策を総合的に推進。

|       コ
・ 肝炎の予防に関する啓発、知i錠の普及
等による予防lltill、
‐ 肝炎検脊の方法等の検討、肝炎検rfの
9t業評価t肝炎検Frに 際|す る普及啓発等

・ 専|“1的な知識・技能を有する医師等、医療従事者の育成

・ 医療機隈|の整備

・ ‖f炎患者の療養に係る経済的支援

・ 肝炎医療を受ける機会の確保

肝炎医療に限け る11報の1又集提供体制の難備、等

●公表

●少なくとも 5年

こ
.と
に検討

→必要に応じ、変更

眩 施1lt,::施に

当た ぃては、

博1炎 :よれの

人権尊重

差別解消
にilし‖i

● 治療水準の向上が図
られるための環境整備

● 患者支援の在り方に
ついて、医j無に関する
状況を勘案し、
今後必要に応し、検討

14

肝炎対策推進
協議会

・肝炎患者等及びその家族

又は遺族を代表する者
・肝炎医療に従事する者
・学識経験のある者

関係行政機関

策
針
対
指
炎
本
肝
基離一一観
‐職
黙
層一一Ｆ

一　

　

　

　

　

一

厚
生
労
働
大
臣

要資料提出等、

兆

一１

2.

旱鮮曇

【18

I z s t'lrru)

のための
0 {,frt'tl

【9, 2億円】

3.

4.

|.研究の推進 【20億 1:|】

【2, 1億円】



B型 OC型ウイルス性肝炎に対する
インターフエロン治療 及び 核酸アナログ製剤治`療への
医療費助成を行う。

(_i′ど

実施主体 都道府県

対象者 B型・C型ウイルス性肝炎患者

対象医療
B型・C型肝炎の根治を目的としたインターフェロン治療
B型肝炎の核酸アナログ製剤治療

自己負担
原則 1万円

た1デビし、止Lイ立F~fイ尋隆彗I薔に■)し Vては、2アラ1可

財源負担 国 :地方=111

予算額 180億円
―
ヽしゝ  ´ [:

===壺塁重館難
総事業費 360億円



2.肝炎対策について

BoC型 ウイ/Lス トL肝炎は、国内最大級の1曼性感染症であり、その対
策は、11民的課題である。従メ〔より、感染者の健康保持・増進及び f(安

解消のため、総合|り対策を講じ、早期発見・甲‐期治療の促進に努めてき

たところである。

今1,、 先の第 1731可 会において、衆議院厚ダlittlJ」 委員長の提案によ
つて「肝炎対策基本法」 (14成 21年法律第 97'j・)が成立しt'14成 2
2111月 1日 から施行となつた。
各都道府県におかれては、本法内容について、情内!lj町 11・ 、関係1司 体
・磯間等に周知を図るとともに、その運‖|に遺i届なきようお願いしたい.

また、本法において、厚生労lJll大 臣it,肝炎対策の総合的推 i菫を1劇 る
ため、「肝炎対策基本指針」を策定することとされており、今後、「″干炎

対策推進協議会」を開催し、本指針を策定する予定である。■:商局とし

て、同協議会の議論に必要な調査等についての依頼などさせていただく

場合があるが、illl協 力をお願いしたいコ

また、厚生労働省としてiミ、本法の趣旨を路まえ、
‐
ll■iの月F炎対策を

強 fヒすることとしたr/Dで 、その実施に当た/pては、特に次ノ)点について、

その適 :Eかつ円滑な実施に特段の配慮をお願いしたいし

(1)肝炎対策に係るH22年度予算案について
来イli度の1「炎対策 予算につきましては、lT炎対策基本法も路まえ、 IP・

1切 発見 。早りl治療の ・層の11進を図るべく、前年度から31億円増とな
る計236億 円を政府 ■算案として計上したと二ろt

具体的には、 21年度と同じく、下記 5本性の取組を講ずる予定
=

①肝炎医療費助成、

②‖千炎ウイルス検査の促進、

③肝疾患診療連携拠点病院を中心とした診療体制の整備、
|ズ師等に対する研修、lH談体制整備などの思者支援、等

①llf炎に係る正しい力!識の普及啓発、  .
0"F究の推進、

(2)肝炎医療費助成 (肝炎治療特別燿准事業)について
肝炎の早抑1治療のさヽなる推進のたざ)、 来年度から、インターフェロ

ン医療費助成事業を拡充することとした。具体的変更点は、下記のとお

り

① 自己負担限度額の引き下げ
現行で、所得に応じ、 1、 3、 5万 l11の ところ、原則 1万円とす
る。(ただし、上位所得階層<市町村民税課税年額が23万 5千 円以上
の世帯>は、2万円)

② B型肝炎に対する核酸アナログ製剤治療を助成対象に追加。
(自 己負担限度額については、インターフェロン治療と同様 )

③ インターフエロン治療について、医学的に再治療が有効と認めら
れる二定条件を満たす者について、同一受給者の 2回目の利用を認
める。 (現行 :患者 1人につき1回のみ制度利用可)

来イli度からの実施までに間がなく、運用変更についての事務作業も多

く11じ 御負担が大きいところでitあ るが、本助成制度が一層活用される

よう、患者を含む住民に対する周知1な どを含め、予算がり′t立 した場合に、

円滑な移行ができます ttう 、ご準備方よろしくお願いしたい。

(3)肝炎ウイルス検査について

,F炎 対策としては、検査推進に(Lる感染者υ)早期発見が何`tり も重要
である、そこで、緊急肝炎ウイルス検査事業については、平成22年 3
月までの1岬の時限措置として行つているところで1まあるが、来年度にお
いても利t続 して実施することとした.
ついて:t、  人́でも多くの感染者の早期発見に資十るにう、従前の11:
炎ウイルス検査事業とともに、本緊急検査事業を適切に推進されたぃ。
また、各都i重府県におかオ1′ては、

1検診専円クソニックなども含め、忙しい労働者のかたも受検でき
るよう委託医療出間を増やすこと、

・積極的な広蠣1を展開いただくこと、等、

一人でも多くの未受検者が用「炎検査を受けることができる、たう、積極

的な1ユ組をお願いしたいコ



・肝炎対策に関し、基本理念を定め、
。国、地方公共団体、医療保険者、国民及び医師等の責務を明らかにし、

・肝炎対策の推進に関する指針の策定について定めるとともに、
・肝炎対策の基本となる事項を定めることにより、肝炎対策を総合的に推進 .

1       施策実施に当たっては、

嚢 墜 蓋 蟄 蟹 量 』 堕 良 螢

予防 嗜早期発見の推進

ご.・ 肝ヽ炎対策を総合的に策定・実施

・ 肝炎の予防に関する啓発、知識の普

及等による予防推進、
・ 肝炎検査の方法等の検討、肝炎検査
の事業評価、肝炎検査に関する普及

啓発等

専門的な知識・技能を有する医師等、

医療従事者の育成

医療機関の整備

肝炎患者の療養に係る経済的支援

肝炎医療を受ける機会の確保

肝炎医療に関する情報の収集提供体制
の整備、等

肝炎対策
推進協議会

・肝炎患者等及びその

家族又は遺族を代表

する者  ´

・肝炎医療に従事する者

・学識経験のある者

関係
行政機関

肝炎対策
基本指針

●公表

●少なくとも 5

年ごとに検討

→必要に応し、

変更

● 治療水準の
向上が図られる
ための環境整備

● 患者支援の在
り方について、匡

療に関する状況を
勘案し、今後必要
に応じ、検討
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肝炎医療の均てん化促進等 |

|‐轟先の推進 |

(室ミ)



B型 OC型ウイルス性肝炎に対する
。インターフェロン治療 及び
・核酸アナログ製剤治療

への医療費助成を行う。

2。

1。 肝炎治療促進のための環境整備
(医療費助成)【 180億円】

【25億円】

3.肝疾患診療体制の整備、
医師等に対する併修 t

相談体制整備などの患者支援 等
【9, 2億 1:J】

4。 国民に対する正しい知識の
l億 111】

肝炎ウイルス B型・C型ウイルス性肝炎患者

BttBC型肝炎の根治を目的としたインターフェ
ロン治療

B型肝炎の核酸アナログ製剤治療

原則 ¬万円

ただし、上位所得階層については、2万円

国 :地方=1:1

180億円

360億 円
【20億円】



H22予算額 (案)180億 円
, H21予 算額 129億円

H21 : 所得に応じ、 1,3,5万 円の自己負担限度額

H22 : 原則1万円  (上位所得階層2万円)
'|_L瞳
所撻ヒ産二 ■1河村民ア|:貫書i3it 23几 5千■,I卜 昴●■‐

■I「 三二■ ■r ‐1■■, さ「■1当

緊急肝炎ウイルス検査事業
《委託医療機関での無料検査)の

延長

1人でも多くのキャリアの方が、

早期発見できるよう、

託医 関の増加委

受

:‐ 1)

H21 :

H22  :

インターフェロン治療のみ、助成対象

B型肝炎の核酸アナログ製剤
を助成対象に追加

上記変更 (案)について、

医療機関、薬局、住民の方等への

周 知 等 、開 な移行mけ 湖 鵜
お願いいたします。

H21 : インターフェロン治療に係る制度利用は、
1人につき、 1回のみ

H22 :医 学的にインターフェロン再1台療か有すちと言7められる
一定条件を満たす者について、

2回目の澤U用を認める。

都道府県  :
ご担当への メ

ゃ願ぃ́″“I

機
Ｉ
療
奨 の強化

ヘ
リ
　
いをお願 いたします。

都道府県ご担当へのお願い

検勧



ヽ{

肝炎対策推進室

肝炎対策について

(→瑞)

我が国√)川 T炎の患者・感染者は、B型が約 110′ゲノ、～ 140わ ノ、、c型が
約 200万人～40万人存在するとIIF定 されるところ。‖F硬変やlFがんといっ
たより重篤な黎″iへの進展を防止するため、‖T炎感染者1/2早 りl発見及で月肝:た患

者σ)、 L脚l・ 適切な治111′ )推 j進が、口itt7D健康 |ヽt持の置点から喫繁の1巣題である。

そこで、厚4ittl」l省でlt、 1二成20年度から、インターフェロン匡Fri ttlLIJLt
事業、及び委託医療機1判における‖T炎 ウイルス検査の1〔料実施を含む.新たな
川T炎総合対策を推j笙 しているところ

^

さらに、‖十年″)第 173国会においては、すべて′)lF炎感γセ汗・患計を対象
とし、用T炎対策の総合的推進を図る『‖T炎対策基本法』(平成21年法律第9
7り・)が成立、本年1月 1日 から施行となつた。

本法の越旨も路
=え
、厚生労働4と しては、14成 22年 11政府 オ算案におい

て、‖子炎対策関連■算として、11年 1だ比 31億円増となる2● 6億 IIIを計上し、

①肝炎医療費助l12(lSO億円)、
②肝炎ウイルス検査の促進 (25億円)、          |
③ll疾患診療連携拠点病院を中心とした診療体制の整備、医師等に対す

る研修.In談体制整備などの忠者支援、等 (9.2億円)、
①肝炎に係る正しい知1識の普及啓発 (2 1億 円)、
⑤研究の推進 (20億円)、

を柱として、‖T炎総合対策のだなる推進に努めていくこととしている:

竹に次の事項について
`t、

その適11かつ円滑な実施にキ1段の配慮をお願いし
たい。                       :

1.インターフェロン治療をはじめとする早期かつ適切な治療の―層の推進に
ついて

14成 20年度インターソニロン医療費助Lヽ受拾者証交|ヽ1件数lt、 約■ 5

万人であったが、1lit 2 2年度においては、‖T炎患者がいり|に適切な治療を

受けらメlる よう、!だなる収尉tが
`ビ
,要である。

そこで、各樹:道府県I二おか11.て は、

①l干炎患者・感染者であることを知らない者への対策として、
→肝炎ウイルス検査の受検動奨を強化、

緊急肝炎ウイルス検査事業の委託医療機関を増加 (検診専|“ |ク リニッ
クに委託する等多1亡な労lrl者の方も受診できる体‖1を整備されたい。)

②検査により肝炎であることの自党があるが、通院していない者全の対策

として、

→肝炎の治療必要性等の肝炎に係る正しい知識の普及推進、

受療勧奨の強化 (ltt医や地域
`の
かかりつけ医をj亜 じた受療勧奨を工

夫さitたい」また、緊急‖T炎ウイルス検査で陽性となった者に対する
受
'か

勧奨を強 iしされたい。)

③肝炎のため通院しているが、治療に適した医療機関にアクセスできてい

ない者への対策として、
→肝疾患相談センタニ・地域医療機関等についてホームベニジ等による情報

提供 (県・拠点病院HP・ トップページにバサー作成、公民館■におけ

るがスター掲示等、拠点丼i院を全く知らない者の日に1)触れやすいよ

う、」(■ 1手段をエメモされたい。)

→肝疾患診療連携拠点病院等連絡協議会等を通した地域の肝疾患診療ネッ
トワーク構築をはじめとする、肝疾患診療連携拠点病院の活動充実、

(1ミ指定白治体li、 早増1指定1=努ゅられたい。)

①肝炎のため通院し、インターフェロン治療を勧められている者への対策
として、

‐経済的 ti担が11因である者にキlし ては、

医療費助成制度の夏なる周知徹底、
ロイ(安や多忙などが li円 である杵に対しては、

肝疾患相談センタ=に係る広報強化、
相談員に対する研修の充実 (※ )、
'  事業主等へ肝炎治療の配慮を要請、
する等、F古ほ的な11:1をお願いしたぃ。

‐2‐



∩

く※肝糞患者等支援対策 (仮称)について>
なお、地域の実情に応じた肝炎患を ,家族等・ヽ の支1妥を強 fとするため、

141」t22年
'変

か t,、 ‖千炎キ1策 事業として、「‖T炎患青等支援キl策 (仮称)」

を実施予定である.(■
'卜
額 :約 60万日、市助手 1 2,

本事業もrtthi的にi舌用し、肝炎に関するIB談 体制の充実li努められたい1

★本・li業 を11川 しての J「 t(何 )★
0 地域の患者、家族、患を支t属 |、月体等のご要望に応える『患者十ロ
ン」の開設 |

0 肝疾患診療連携側 1病院に設置するIll談センタニ″)1■議員′)資質向
Lυ )たゃ、lT炎 忠者ないし元患者であったキを.lVi師とする講習会を実

施

C ltilじ キ
`験
を存する忠者 。家族が相談に√

'り
、互いil支え iヽ うこと(ビ

7サボー ト)ヵ iできるよう、‖T突患者等を対象にしたビアサ十一夕二

育成のための研修を実施         ※ビア(peer):同 じ立場の方

2.肝炎等肝療患に係る書及書発の…層の推進について
肝炎の早期発)1.。 早卸1治療の,=進、肝炎に係る偏見・差り1√ )ni消に向けて

lt、 肝疾患についての正しい知識の史なる普及啓発が不可人で力oる
=

各都道府県におかれては、

・ 5月 に予定されている川T臓週間 (本年it、 5月 17Ht23Hま で″)一
週間 (■定),におけるIFi点的な普及f:発活動(シンポジウム イベント開催等 )、

・都道府県ホームベージや広報誌を
'饉

した継続iう PRな ど、
積極的な取ホ1をお願いしたい、

3.肝糞対策に係る取題についての情報提供のご依頼
Hヤ 今の口l政状況の巌しい中、肝炎t7Dヽ Ltt Fe見・ 11均l治療を効率的に進め

るために

“

、より効果的な施策を講じることがますます必要となつてくるt

各都道府県において実際に講した施策のうち、

“

Iえば、1だ響の大きかっ

たlF炎 ウイルス検 rこの受検渤奨方法などあ11ば、積極的に情報をお寄せい

ただければ幸いである。 1た、各ri治体が講じている取組について、効果
的に情報を共 r「する方法について、アイディアがあれば、合わせて情報提

供いただきたい、   ′

肝炎対策基本法 (平成21年法律第97号)の概要

今日、我が国にはl ll炎 ウイルスに感染し,あるいは肝炎に罹患した者が多数存在
し、1+炎が国内最大の感染症となっている。

11:炎は、,直切な治療を行わないまま放置すると慢性化し、ll‐破変、1+がんといつた

より重驚な疾病に進行するおそれがあることから、 これらの者にとって、1子来への不
安は計り知れないものがある。

戦後の医療の進歩、医学的知見のllt重オュ、科学技術の進展により、l■炎の克服に向

けた道rirlが llllかオ1てきたが、他方で、現在においても、早期発見や医療へのアクセス

にはいまだ解決すべきまりt題が多く、さらには、11:炎ウイルスや1+炎に対する正しい理

島ギが、国民すべてに定オiし ているとは言えない.

B型 1+炎 及びC型 1+炎に係るウイルスヘの感染については、国の責めに帰:すべき事
由によりもたらさオl、 又はその原国が解明さオtていなかったことによりもたらさオlた

1)のがある.特定9血液疑間因 F製剤に C ttЛ千炎ウイルスが混入することによって不
特定多数の者に感染被書を出した薬害肝炎事件では、感染被害者の方々に甚大な被害

が生じ、その被害の拡大を防止し得なかったことについて日が責任を認め,集 |‖予防
接種の際の注射器の連続使用によってB型 1千炎ウイルスの感染被害を出した予防接種
禍事件では,最終の司法判断において国の責任がrlt定している。
このような現状において、肝炎ウイルスの感染静及び‖F炎患計の人権を尊重しつつ、

これらの者に対する良質かつ適切な医療の提性を確保するなど、1千炎の克服に向けた

lt組を ‐層進めていくことが求められている。

ここに、OI炎 対策に係る施策について、その基本理念をりlら かにするとともに、こ

れを総合的に推進するため,こ の法律を11定する。

上 .基本理念

(3 肝炎研究を推進し、その成果等を普及・活用・発展させること。
0 居(lJ也域にかかわらず1「炎検査を受けることができるようにすること。
3 居住地域にかかわらず肝炎医療を受けることができるようにすること。
0 0か ら3率での措置を講ずるに・ 1たっては,肝炎患者等である二とを理由に差別
されないように配慮するものとすること。

2.責 務

国、地方公共卜1体、医療保険音、国民及びに師等の責務を規定すること。

3.‖ F炎対策基本指針

厚生労働大臣は、

"「

炎対策の総合的な推進を図るため、‖F炎の予防及び医療の推進
の基本的方向等について定める1+炎対策基本指針を策定すること。



4.国及び地方公共団体が講ずる基本的施策

|テ  団
・ 肝炎予libに関する啓発及び知l識の普及その他JF炎予防あ推進のため必要な施策
|  を講ずること。
1早期発劇         ‐

・ 11炎検査ので1の向 11を図るために必要な施策を講ずるとともに、″「炎検査に関
する普及啓発等を

`jう

こと。

い 州
。 1+炎医療に係る専門知識・技能を有

‐
する医師i等の育成を隊|る こと.

・ 専門的な肝炎医療の提供等を行う医療機1円の整liiを図ること。
・ 肝炎患とに係る経済n9負 I「lを軽減するために必要な施策を講ずること.
・ 肝炎患者の医療を受ける機会の確侶:及び療養生活の質の維持 lil上 のために必要
な施策を講ずること。      (
阿  劉
。 "T炎 に関する,F究の促進及びその成果の活 ;11のために必要など色策を講ずること。
・ 1干炎医療に係るF業 IVi等の治敦の迅i菫化と、1+炎医療に係る臨‖(研究の円滑な
実施のための環境些lliiiを図ること。

_官   5.肝 炎対策推進協議会
´
      肝炎対策基本l澪針の策定又は変更に当たって意見を述べるlit関として、1「炎対

策lf僧進協議会を厚生労働省に置くこと。

6。 肝硬変及び肝がんに関する施策の実施等

・ ‖「硬変及び肝がんに関し、医薬品の知見の迅速 fヒと,治警水準の向 11のための
lit境整備をIXIる こと。

・ 肝炎から進行した5+曖変及び肝がん′)患者に対する支援の住り方については、
医療に1対づ

‐
る状i兄を勘案し、今後必要に1よ じ、検討が加lえ られるものとすること。

7.施 行期 日                     ´

この法律は、平成22`Fl月 1日 から施fiすること,

肝 炎 対 策 の 推 進

【肝炎対策関連予算 (案)(厚生労働省分)】
平成 22年度 236億 円 (平成 21年度 205億 円)

【施策の方向性】
○ 肝がんへの進行予防、肝炎治療の効果的促進のため、経済的負担軽減を図る。 

´

O 検査 ,治療・普及 ,研究をよリー層総合的に推進する。
O 検査未受診者の解消、肝炎医療の均てん化、正しい知識の普及啓発等を着実に
実施していく。

ア.″発着膚燿酋の/_‐めの鷹慶日″ アjO盗″7′ 72ga諄7'

○ 肝炎治療に関する医療費の助成の実施
・ 13型及びC型肝炎患者であって、インターフェコン治Fi.及び核献アナロク製静|
治療を必要とするJf炎患村がその治療を受けられるよう、|ぺ療rtを助成。

■ 南己員担瞑噴語き原則 1万 11■ で引き「 :ずる (1、 3、 3万 11 '1、 2万円 (L位″liサ階層))
■ 枕離ア十口 /製副汗,,を均代対争にILi tnす る.
十 インター‐'ェ コン治療に係う2●1日 の制度千1月をお

=r)る

′・ ″ ろ 笏 秘 曖 ″ 促進 25億 円 r イεttnリ

保健所における肝炎ウイルス検査の受診勧奨と検査体制の整備
検査末受診者√)月 F消を図るた7・b、 医療機関委託など利便性に配慮した検査体市リ
を整備,

卜ヽ 贅 i二十りr'fル ス}ミ 督嗜ヽキの延長 ,

市町村等における肝炎ウイルス検査等の実施

○ 診療体制の整備の拡充・
詳I「‖[j:L[ュ‖〔「[「lii車言せ鰐

ツ型穐覧纂島[11児異卜と、
O 肝硬変・肝がん患者に対する心身両面のケア、医師に対する研修の実施

イ.Ξ凰ら挽姥翅じ ιl知盤の象 と撃 2. ア億円 r2. 5億円)

○ 職場や地域 な どあ らゆ る方面へ の正 しい知識の普及
|:: J「 女督普苺支援寸薔 嘔 寺ヽ′)りご確 ,

…

 ―-                2ο 魔円 ′ アコ臓日 ,

○ 肝炎研究フカ年戦略の推進
。 「肝炎研究アカ年11略」を賠生え、肝疾患′)新たな治■方法等の研究

"H発

を推進,,

O 肝疾患の治療等に関する開発 `薬事承認 Ъ保険適用等の推進
・ 治療薬等J,OF究開たの状況に1き して、速やかな薬・li承認・保険適用の推,上リ



インターフェロン治療をはじめとする

肝炎の早期・適切な 療の一層の促進

1適切な治療を受けていない理由

一

各都道府県において、

講していただきたい取組

!  に

・肝炎ウイルス検査の受診勧

奨の強化

・緊急肝炎ウイルス検査事業
の委託医療機関の増力0  等

・肝炎の治療必要性等に関する
正しい知識の普及

・受療勧奨の強化  等

不安や多忙か

主因である場合

・肝疾患相談センターに係る
広報強イし、

・相談員に対する研修の充実
などt相談体制の強イし、

・事業主等へ従業員の肝炎治
療に対する配慮を要請する

いる。
|

1肝炎患者・感染者

であることを知っている。

（　　一一、

通院している。 ― |

1地域の診療体制が ‐ |

出来ておヴ11´
~1 1

1治療に適した医療 | |
1機関に通院中.

通院して
いない。  |~~十

菫套渥言奨ヂ境ス|→皐程諄ξζ黒塁漢背塁履「警
関

|で菫警 ll里F___二   .協 議会等を通したく地域の肝
疾患診療ネットワーク構築>等、
肝疾患診療運携拠点病院の活動

充実  等

医師からIFN治療を勧め
られているが、

lFN治療を受けていない。

| : 経済的負担が
| |_主因である場合

医療費助成制度の

更なる周知徹底
等

等




